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口
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風

一
、
円
光
大
師
御
直
作
尊
像
縁
起

　

自
然
院
（
東
区
筒
井
町
）
の
本
尊
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
縁
起
で
あ

る
。
源
空
（
法
然
）
の
作
と
い
わ
れ
、
京
都
黒
谷
の
金
戒
光
明
寺
の
内
仏

殿
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
俗
に
こ
の
地
を
黒
谷
と
呼
ば
れ
る

の
は
、
本
尊
が
金
戒
光
明
寺
に
祀
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
木
版
刷

さ
れ
た
年
次
は
不
詳
で
あ
る
。

二
、
子
安
地
蔵
略
縁
起

　

法
然
寺
（
中
区
松
原
）
の
本
尊
子
安
地
蔵
菩
薩
の
略
縁
起
で
あ
る
。
創
建

時
は
妙
鏡
山
法
浄
寺
と
称
し
天
台
宗
で
あ
っ
た
。
後
に
浄
土
宗
に
改
め
ら

れ
、
源
空
（
法
然
）
が
再
興
し
て
今
の
名
に
改
め
た
。
地
蔵
菩
薩
立
像
は

腹
籠
で
、
腹
内
の
像
は
後
白
河
法
皇
の
作
、
源
空
の
開
眼
仏
で
あ
る
。
山

号
、
寺
号
は
こ
れ
よ
り
起
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
木
版
刷
の
刊
行
年
次
は
不

詳
で
あ
る
。

三
、
禅
隆
寺
無
縫
塔
供
養
案
内
（
仮
題
）

　

禅
隆
寺
（
東
区
飯
田
町
）
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
、
円
珠
院
（
尾
張
藩
主
宗

勝
の
生
母
湯

本氏
）
と
英
巌
院
（
尾
張
藩
主
宗
睦

の
生
母
一
色
氏
）
の
菩
提
所
で
あ
る
。
無
縫
塔
供
養
を
行
う

た
め
参
詣
の
案
内
を
木
版
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
月
廿
三
日
と
墨
書
き

さ
れ
て
い
る
が
、
木
版
の
月
日
の
部
分
は
記
入
で
き
る
よ
う
に
あ
い
て
い

る
。
お
そ
ら
く
は
明
治
期
以
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
本
堂
造
立
有
志
連
名
帳

　

堪
忍
堂
は
元
、
西
区
紙
漉
町
に
あ
り
、
真
言
宗
高
野
山
派
の
興
正
寺
の
末

寺
で
あ
る
。
明
治
十
三
年
一
月
に
斎
木
惟
貞
（
初
代
・
保
忍
法
浄
）
の
開

創
で
、
堪
忍
尊
天
、
善
光
寺
如
来
な
ど
を
安
置
し
て
い
る
。
本
堂
の
再
建

に
あ
た
り
、
寄
附
を
願
っ
た
有
志
の
連
名
帳
で
、
同
十
五
年
三
月
十
九
日

に
届
け
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
堂
造
営
百
分
の
一
の
図
も
添
え
ら
れ

て
い
る
。
堪
忍
堂
は
戦
災
で
焼
失
し
た
た
め
、
戦
後
に
昭
和
区
御
器
所
へ

移
転
し
堪
忍
寺
と
称
し
た
。

五
、
円
通
寺
縁
起
（
仮
題
）

　

円
通
寺
（
熱
田
区
神
宮
）
二
十
七
世
信
叟
仙
受
が
、
明
治
二
十
四
年
十
一

月
に
入
院
し
た
後
に
記
し
た
円
通
寺
の
開
創
や
秋
葉
三
尺
坊
に
関
す
る
縁

起
及
び
寄
附
金
勧
募
の
印
刷
物
で
あ
る
。
円
通
講
規
約
や
積
善
会
々
則
、

奥
院
毘
沙
門
天
略
縁
起
な
ど
も
所
収
し
て
い
る
。
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六
、
愛
知
県
名
古
屋
市
七
小
町
遍
照
院
地
蔵
大
菩
薩
略
縁
記

　

浄
土
宗
の
遍
照
院
（
東
区
泉
）
の
地
蔵
堂
に
祀
っ
て
あ
る
木
造
地
蔵
菩
薩

坐
像
の
略
縁
記
で
あ
る
。
元
、
越
後
の
乙
宝
寺
に
安
置
し
て
あ
っ
た
の

を
、
元
禄
年
中
（
一
六
八
八

－

一
七
〇
三
）
に
十
代
目
の
真
誉
梅
鑑
が
受

け
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
四
月
に
梅
鑑
が
遍
照
院
に
住
持
す
る
や
堂

宇
を
建
て
て
安
置
し
た
と
い
わ
れ
る
。
明
治
二
十
九
年
五
月
二
十
四
日
に

二
十
九
世
沢
田
成
満
が
印
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

七
、
福
満
寺
ノ
由
来
（
仮
題
）

　

福
満
寺
（
西
区
押
切
町
、
現
在
は
廃
寺
）
の
由
来
を
二
十
九
世
の
保
忍
法

浄
が
記
し
、
明
治
二
十
九
年
十
二
月
に
印
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
禄
年

間
（
一
五
九
二

－

九
五
）
に
高
野
山
の
出
家
者
が
こ
の
地
に
留
ま
っ
て
草

庵
を
結
び
、
承
応
年
中
（
一
六
五
二

－
五
四
）
に
加
賀
の
白
山
権
現
の
神

事
を
始
め
、
元
禄
年
中
（
一
六
八
八

－
一
七
〇
三
）
に
は
社
殿
を
修
繕
し

て
神
輿
を
造
成
し
隆
盛
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
維
新
に
よ
り
社
殿
は

氏
子
と
と
も
に
神
官
が
奉
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
二
十
四
年
十
月

二
十
八
日
の
濃
尾
大
震
災
に
よ
っ
て
破
損
し
廃
寺
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
有
縁
の
信
男
信
女
と
と
も
に
力
を
尽
し
興
隆
す
る
た
め

の
施
財
を
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
年
の
戦
災
に
よ
っ
て
焼
失

し
廃
寺
と
な
っ
た
。

八
、
稲
園
山
七
寺
境
内
之
図

　

明
治
三
十
一
年
に
、
七
寺
（
中
区
大
須
）
の
境
内
図
に
由
緒
を
附
記
し
て

横
井
良
琪
住
職
が
印
施
し
た
一
枚
刷
の
絵
図
で
あ
る
。

九
、
尾
州
熱
田
本
遠
寺
境
内
図

　

本
図
は
、
本
遠
寺
（
熱
田
区
白
鳥
）
三
十
六
世
西
川
日
勇
が
明
治
三
十
三

年
一
月
に
五
月
一
日
よ
り
七
日
迄
の
間
、
釈
迦
堂
に
安
置
さ
れ
た
釈
迦
像

を
開
扉
し
て
大
恩
忌
を
勤
め
る
た
め
、
浄
財
の
喜
捨
を
願
っ
た
趣
意
書
で

あ
る
。
境
内
図
と
と
も
に
略
由
緒
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
本
遠
寺
は
、

延
暦
年
中
（
七
八
二

－

八
〇
五
）
に
最
澄
が
熱
田
神
宮
境
内
に
法
華
堂
を

建
立
し
て
親
し
く
釈
迦
像
を
彫
刻
し
た
。
そ
の
後
、
正
安
二
年
（
一
三
〇

〇
）
春
に
日
澄
が
尾
張
へ
来
て
法
華
堂
を
現
在
地
へ
移
し
、
釈
迦
像
を
安

置
し
た
の
が
本
遠
寺
の
創
建
と
述
べ
て
い
る
。

十
、
七
寺
略
縁
起

　

七
寺
（
中
区
大
須
）
の
「
金
堂
之
図
」
と
縁
起
及
び
一
切
経
、
阿
弥
陀
仏

坐
像
、
観
音
勢
至
像
、
須
弥
檀
な
ど
の
宝
物
の
「
鑑
査
状
写
」
を
紹
介
し

て
い
る
。
明
治
三
十
三
年
四
月
七
日
に
一
切
経
が
国
宝
で
あ
る
こ
と
を
定

め
ら
れ
、
辛
櫃
の
修
理
費
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

十
一
、
周
泉
寺
秋
葉
堂
・
本
堂
百
分
一
之
図

　

周
泉
寺
（
西
区
花
の
木
）
は
初
め
中
島
郡
片
原
一
色
村
に
あ
り
、
寛
永
二

年
（
一
六
二
五
）
に
現
在
地
へ
移
転
し
た
。
初
め
、
無
縁
寺
と
号
し
て
い

た
が
周
泉
寺
と
改
号
し
た
。
寺
内
に
秋
葉
堂
が
あ
り
、
享
保
十
五
年
（
一
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七
三
〇
）
に
勧
請
し
て
い
る
。
本
図
は
本
堂
百
分
之
一
之
図
、
善
光
寺
如

来
の
安
置
、
秋
葉
堂
の
立
面
図
を
木
版
刷
し
た
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な
目

的
で
刷
ら
れ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
。

十
二
、
當
寺
子
安
地
蔵
大
菩
薩
略
縁
起

　

法
然
寺
（
中
区
松
原
）
の
本
尊
子
安
地
蔵
菩
薩
の
略
縁
起
で
、「
二
、
子

安
地
蔵
略
縁
起
」
の
縁
起
を
よ
り
詳
し
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
に

活
版
刷
さ
れ
た
一
枚
物
で
あ
る
。

十
三
、
清
水
吒
枳
尼
真
天
略
縁
起

　

本
縁
起
は
、
長
楽
寺
（
南
区
呼
続
）
に
祀
ら
れ
て
い
る
清
水
吒
枳
尼
真
天

が
明
治
四
十
三
年
二
月
に
昇
格
大
祭
を
行
う
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
に
印

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
長
楽
寺
は
初
め
寛
蔵
寺
と
称
し
、
一
山
十
二
坊

の
あ
る
大
伽
藍
で
あ
っ
た
。
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
二
月
に
義
山
華
厳

が
再
興
し
、
明
谷
義
光
を
中
興
の
開
祖
と
し
て
曹
洞
宗
に
改
め
長
楽
寺
と

改
号
し
た
。
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
夏
に
は
祝
融
の
災
に
罹
り
、
諸

堂
は
烏
有
に
帰
し
た
。
そ
の
後
、
伽
藍
は
復
興
さ
れ
、
明
治
六
年
に
は
寺

子
屋
と
し
て
児
童
教
育
も
勤
め
た
。
こ
れ
は
呼
続
小
学
校
の
前
身
に
あ
た

る
。
昇
格
大
祭
の
発
願
主
は
二
十
六
世
久
喜
機
外
で
、
当
時
の
住
職
は
二

十
八
世
久
喜
風
外
で
あ
っ
た
。
昇
格
発
起
人
は
久
我
通
久
、
前
田
利
鬯
ら

で
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
二
月
以
後
の
印
施
と
考
え
ら
れ
る
。
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一
、
円
光
大
師
御
直
作
尊
像
縁
起

　
　
　

圓
光
大
師
御
直
作
尊
像
縁
起

　

抑
此
尊
像
は
、
阿
弥
陀
如
来
本
願
念
仏
の
渕ゑ

ん
て
い底
を
、
我
朝
に
お
ゐ
て

ひ
ら
き
給
ふ
処
の
元
祖
圓
光
東
漸
恵
成
大
師
御
直
作
の
尊
影
に
し

て
、
京
都
の
黒
谷
金
戒
光
明
寺
の
内
仏
殿
に
安
置
し
奉
る
処
な
り
。

然
る
に
尾
陽
名
古
屋
布
池
山
自
然
院
に
安
置
し
奉
る
由
来
を
尋
ぬ
る

に
、
当
院
の
開
山
眼
誉
呑
屋
上
人
は
、
甲
斐
の
国
に
出
生
し
、
同
国

教
安
寺
七
代
高
誉
呑
宿
上
人
の
弟
子
と
成
、
程
な
く
相
州
鎌
倉
光
明

寺
伝
察
大
和
尚
の
附
法
を
う
け
、
道
恵
兼
備
ふ
る
に
よ
り
、
其
徳
四

表
に
光
被
し
、

御
国
祖
敬
公
を
は
し
め
奉
り
、
相
應
院
殿
の
御
帰
依
浅
か
ら
す
。
既
に

寛
永
五
年
に
至
り
、
高
岳
院
の
住
持
為
さ
る
へ
き
国
命
を
蒙
り
、
職

と
な
る
事
十
六
年
、
其
後
寛
永
廿
年
に
至
り
、
相
應
寺
御
建
立
の
う

へ
、
同
年
八
月
ま
て
請
し
て
開
山
と
な
し
給
へ
は
、
住
持
す
る
事
四

年
の
う
ち
、
ま
た
ぐ
げ
京
都
洛
中
洛
外
の
道
俗
そ
の
徳
を
し
た
ひ
、

本
山
黒
谷
金
戒
光
明
寺
の
職
た
ら
ん
事
を
伏
し
て
、

大
守
尊
君
へ
懇こ

ん

願く
は
ん

し
奉
る
事
し
き
り
な
る
ゆ
へ
、
や
ん
ご
と
な
く
お

し
み
ぐ
げ
、

聴
許
し
給
ひ
け
れ
は
、
辞
す
る
に
処
な
く
彼
寺
へ
進
山
し
、
住
持
化
導
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す
る
事
七
年
、
其
秋
八
月
廿
二
日
黒
谷
光
明
寺
の
本
堂
に
安
置
し
奉

る
□
□
大
師
の
尊
像
前
に
、
ひ
と
り
通
夜
し
て
念
仏
を
と
な
へ
□
□

る
。
折
ふ
し
に
、
夢
う
つ
ゝ
と
も
な
く
、
大
師
尊
容
を
動
じ
て
告
給

ふ
や
う
は
、
内
仏
殿
に
安
置
せ
し
我
小
像
を
、
尾
張
の
国
名
古
屋
に

遷
し
、
か
の
池
の
□
□
に
結け

ち
ゑ
ん縁

せ
し
め
よ
と
。
其
霊れ

い
ご
う告

い
と
殊
勝
に

そ
有
か
た
く
、
身
に
そ
み
ぐ
げ
と
観く

は
ん

喜き

踊ゆ

躍や
く

し
な
か
ら
、
お
も
は

ず
高
声
に
念
仏
し
て
、
大
慈
大
悲
の
け
ふ
ま
て
も
む
な
し
か
ら
ね

は
、
か
ゝ
る
賤
し
き
奴や

つ

か
れ
に
斯
る
奇
特
の
有
か
た
や
と
。
落
る
な

み
た
を
押
し
ぬ
く
ひ
ぐ
げ
、
内
仏
殿
へ
す
ゝ
み
ゆ
き
、
此
尊
像
前
に

跪ひ
ざ
ま
つ

き
、
つ
く
ぐ
げ
と
尊
容
を
拝
し
、
い
よ
ぐ
げ
観
喜
の
涙
に
袖
を

し
ほ
り
、
報
徳
謝
恩
の
念
仏
声
を
励
し
唱
へ
な
か
ら
、
し
き
り
に
尾

張
の
化
益
な
つ
か
し
く
、
終
に
其
年
承
応
元
年
の
冬
、
本
山
の
寺
務

を
遁
れ
て
隠
居
を
と
け
、
此
尊
像
を
傅も

り

奉
り
、
は
る
ぐ
げ
名
古
屋
に

帰
り
、
霊
夢
の
始
終
を
こ
ま
や
か
に

尊
聴
に
達
し
奉
り
し
か
は
、
御ぎ

よ

感か
ん

斜な
ゝ
め

な
ら
ず
し
て
、
速

す
み
や
か

に
布
か
池

の
ほ
と
り
に
て
地
面
を
賜
り
、
剰

あ
ま
つ
さ

へ
影
堂
一
宇
を　

御
建
立
な
し

下
さ
れ
、
則
布
池
山
自
然
院
と
号
せ
し
め
、
相
應
教
寺
の
末
寺
と
な

し
給
ひ
ぬ
。
程
な
く
内
外
の
造
構
全
備
の
う
へ
、
此　

尊
像
を
安
置

し
て
、
遠
く
遐
代
の
普
益
を
仰
ぎ
奉
る
と
い
ふ
事
し
か
り
。

 

尾
陽
名
護
屋
黒
谷　
　

 

自
然
院
□
□
□
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二
、
子
安
地
蔵
略
縁
起

子こ

安や
す

地ぢ

蔵ぞ
う

略り
や
く

縁え
ん

起ぎ

尾び

陽や
う

城じ
や
う

南な
ん

法ほ
う

皇わ
う

山ざ
ん

法ほ
う

然ね
ん

寺じ

本ほ
ん

尊ぞ
ん

地ぢ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

は
、
後ご

白し
ら

河か
は
の

院ゐ
ん

の
皇
后
建け

ん

春し
ゆ
ん

門も
ん

院ゐ
ん

の
御ご

懐く
わ
い

胎た
い

の
時と

き

、
平へ

い

産さ
ん

御お
ほ
ん

祈い
の

り
の
た
め
に
、
帝て

い

自
み
ず
か
ら

彫て
う

刻こ
く

し
給
ふ
所と

こ
ろ

の
霊れ

い
ざ
う像

に
し
て
、
法ほ

う

然ね
ん

上し
や
う

人に
ん

に
勅ち

よ
く

し
て
開か

い
げ
ん眼

し
奉

た
て
ま
つ

ら

せ
た
ま
ひ
し
故ゆ

へ

に
、
法ほ

う

皇わ
う

山さ
ん

法ほ
う

然ね
ん

寺じ

と
号ご

う
す

。
或
説
に
は
上
人
遠
江
国

□
□
池
へ
御
下
向
の
時
、
此
地
に
暫
ら
く
逗
留
□
□
し
と
云
伝
ふ
。
永ゑ

い

暦り
や
く

二
年
九
月
三
日
、
御ご

産さ
ん

平へ
い

安あ
ん

皇わ
う

子じ

誕た
ん

生じ
や
う

な
ら
せ
給
ふ
。
是こ

れ

を
高た

か

倉く
ら
の

院ゐ
ん

と
申も

う
し

奉
た
て
ま
つ

る
。
其そ

の

後の
ち

安あ
ん

阿あ

弥み

別べ
つ

に
大だ

い
ぞ
う像
を
作つ

く

ら
せ
、
彼か

の

本ほ
ん

尊そ
ん

の

御お
ん

身み

の
内う

ち

に
納お

さ
め

奉
た
て
ま
つ

り
。
當た

う

寺じ

開か
い

山さ
ん

深し
ん

空く
う

上
人
此こ

の
て
ら寺

に
安あ

ん

置ち

し

奉
た
て
ま
つ

り
給
ひ
て
よ
り
、
既す

で
に

一
百
六
十
余よ

歳さ
い

也な
り

、
縁え

ん

起き
に

委く
わ
し

夫そ
れ

子こ

安や
す

地ぢ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

と
号が

う

す
る
は
、
経き

や
う

に
十
種し

ゆ

を
挙あ

げ

て
、
其
第だ

い

一
女に

よ

人に
ん

泰た
い

産さ
ん

、
第だ

い

二
に
身し

ん

根こ
ん

具ぐ

足そ
く

す
る
と
説と

き

給
ふ
に
よ
つ
て
也
、
実ま

こ
と

に
女
人
臨り

ん
さ
ん産

の
く
る
し

み
、
其そ

の

恐お
そ

れ
甚

は
な
は
だ

重お
も

く
し
て
、
間ま

ま々

母ぼ

子し

共と
も

に
死し

の
難な

ん

に
遇あ

ふ
。
若も

し

衆し
ゆ

生じ
や
う

有あ
り

て
一
心し

ん

に
帰き

命み
や
う

し
て
、
南な

無む

地ぢ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

と
称

し
や
う
す

る
則と

き

は
、
菩ぼ

薩さ
つ

の
慈じ

悲ひ

願ぐ
わ
ん

力り
き

の
ゆ
へ
に
、
其そ

の
ひ
と人

の
苦く

患げ
ん

に
か
は
り
て
こ
れ
を
う
け
、

遂つ
い

に
身し

ん

心じ
ん

安あ
ん

穏お
ん

得え

せ
し
め
給
ふ
、
一ひ

と

度た
び

御み

な名
を
唱と

な

ふ
る
者も

の

、
福ふ

く

を
あ
た

へ
、
は
か
ら
す
刑け

い

に
望の

ぞ
み

て
命め

い

終お
は

り
な
ん
と
せ
ん
事こ

と
し
ゆ咒
□
に
身み

を
害か

い

し
、
又
は
火く

わ
さ
い災

を
ま
ぬ
か
れ
、
怨お

ん

賊ぞ
く

無む

量り
や
う

の
苦く

に
身み

を
せ
め
ら
る
ゝ



─ 　  ─

名
古
屋
の
寺
院
に
関
す
る
木
版
資
料
に
つ
い
て
（
八
）

59

178

に
も
、
煩ぼ

ん
の
ふ悩

の
ほ
の
ほ
を
も
滅め

つ

し
、
祈い

の

る
に
刹し

る
し

あ
ら
ず
と
云い

ふ
こ
と事

な

し
、
現げ

ん

世せ

安あ
ん

隠
お
ん（
マ
マ
）加か

被び

護ご

念ね
ん

の
利り

益や
く

を
蒙か

う
む

り
、
六
趣し

ゆ

四
生し

や
う

共と
も

に
成

じ
や
う

菩ぼ

提だ
い

心し
ん

の
宝ほ

う

雨う

に
濡
者
必ひ

せ
り
、
其そ

の

霊れ
い

徳と
く

感か
ん

応お
う

挙あ
げ

て
か
ぞ
へ
が
た
し
、

仍よ
つ

て
縁ゑ

ん

起ぎ

の
あ
ら
ま
し
梓あ

づ
さ

に
ち
り
ば
め
て
、
遠ゑ

ん
き
ん近

の
信し

ん

男な
ん

女に
よ

に
知し

ら

し
め
、
と
も
に
功く

徳ど
く

の
縁ゑ

ん

を
結む

す

ぶ
と
い
ふ
こ
と
爾し

か

り
。

 

法
皇
山
法
然
寺　

三
、
禅
隆
寺
無
縫
塔
供
養
案
内
（
仮
題
）

来
ル
廿
三
日
午
前
第
十
時
無
縫
塔
供
養
仕
候
間
右
時
刻
御
参
詣
可
被
下

候
　
　
　

三
月 

禅　

隆　

寺　
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本
堂
造
営
百
分
一
之
図

本
尊

　

大
照
堪
忍
尊
天

　
　

ヲ
ハ
リ
ナ
ゴ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　

元
巾
下

　

摩
利
支
天

明
治
十
五
年

三
月
十
九
日

御
届　
　
　

　

咜
喜
呢
天

　

毘
沙
門
天

　

不
動
明
王

徧 

纂 

兼

出 
版 
人

尾 
張 
国

愛 

知 

郡

紙 

漉 

町

五 

番 

地

齊
木
惟
貞

　

三
尺
坊
大
士

　

善
光
寺
如
来

　

観
世
音
菩
薩

　

地
蔵
大
菩
薩

　

聖
德
太
子

　

弘
法
大
師

　

右
奉
安
置
度

　
　
　

志
願
而
已

カ
ミ
ス
キ
丁　

堪 

忍 

堂　
　

本
堂
造
立
有
志
連
名
帳
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四
、
本
堂
造
立
有
志
連
名
帳
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本
尊
大
照
堪
忍
尊
天
地
蔵
尊
化
身
也
。
お
よ
び
善
光
寺
如
来
そ
の
ほ
か
お

も
、
御
か
り
堂
に
て
あ
ん
ち
た
て
ま
つ
り
あ
り
け
れ
ば
、
こ
の
た
び
づ

の
こ
と
く
、
本
堂
を
さ
い
こ
ん
い
た
し
た
く
ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ
れ
ど

も
、
だ
ん
か
も
な
け
れ
ば
、
は
や
く
さ
い
こ
ん
も
ゆ
き
と
ゞ
か
ね
ば
、

ぶ
つ
お
ん
を
し
り
て
し
ん
グ
げ
あ
る
ひ
と
を
た
づ
ね
、
ひ
ろ
く
き
ふ
を

ふ
し
て
ね
が
ふ
よ
り
ほ
か
は
な
き
而
已
。

　

こ
の
帳
面
に
な
ま
へ
し
る
せ
し
人
は
、
ゑ
か
う
い
た
す
べ
く
候
。

　
　
　
　

正
月　

七
日　

あ
ん
ぜ
ん
の
た
め

　
　
　
　

七
月
廿
四
日　

ぼ
だ
い
の
た
め

 

尾
張
国
名
古
屋
巾
下
紙
漉
町　
　
　

 
堪
忍
堂
印　

毎
年
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秋
葉
出
現
道
場
羽
休
三
尺
坊
大
権
現

　
　
　
大

　
祭

陰
暦
十
一
月
十
五
日
十
六
日

午
後
二
時
御
輿
発
殿
祝
祭
式

午
後
子
ノ
刻
七
十
五
膳
献
備
式

　
　
　
小

　
祭

新
暦
一
五
九
月
十
五
日
十
六
日

旧
暦
正
五
九
月
十
五
日
十
六
日

奥
院
毘
沙
門
天
王

　
　
　
大
　
祭

新
暦
一
月
三
日

旧
暦
正
月
三
日
初
寅
日

　
　
　
小
　
祭

同
二
ノ
寅
三
ノ
寅
日

右
ノ
祭
日
中
大
祈
祷
執
行
儀
ニ
付
是
非
御
参
詣
有
之
度
候
猶
御
最
寄
ノ
信
徒
諸
君
エ
御
吹
聴
ヲ
希
望
ス

尾
張
国
熱
田
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圓
　
　
通
　
　
寺

愛
知
学
院
大
学　
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○
當
山
開
闢
曁
ヒ
三
尺
坊
縁
起
并
ニ
勧

募
緒
言

抑
モ
當
山
ノ
創
起
ハ
人
皇
五
十
二
代　

嵯
峨
天

皇
ノ
御
宇
弘
仁
年
間
弘
法
大
師
熱
田
神
宮
ノ
境

内
ニ
仏
寺
ヲ
構
造
セ
ラ
レ
シ
因
ミ
自
ラ
十
一
面

観
音
ノ
尊
像
ヲ
彫
刻
シ
テ
一
宇
ヲ
創
建
シ
補
陀

山
圓
通
寺
ト
称
シ
テ
観
音
ノ
霊
像
ヲ
安
置
シ
玉

フ
世
ニ
伝
エ
テ
松
下
ノ
観
音
ト
云
フ
モ
ノ
是
ナ

リ
然
リ
而
シ
テ
凡
五
百
八
十
余
年
ヲ
経
テ
人
皇

百
一
代　

後
花
園
天
皇
ノ
御
宇
永
享
年
間
畏
ク

モ
熱
田
皇
大
神
宮
ノ
霊
応
ニ
ヨ
リ
當
寺
開
祖
敕

特
賜
大
明
禅
師
誓
海
義
本
大
和
尚
更
ニ
改
造
開

闢
セ
ラ
レ
シ
霊
地
尾
張
誌
等
ニ
尾
州
禅
林
最
初

ノ
道
場
ト
ア
リ
開
祖
ノ
化
儀
盛
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
人

皇
百
二
代　

後
土
御
門
天
皇
御
帰
依
ノ
余
リ
敕

シ
テ
大
明
禅
師
ト
ノ
謚
号
ヲ
賜
ハ
ル
爾
後　

三

尺
坊
開
祖
ノ
道
風
ヲ
慕
ヒ
僧
形
ト
化
シ
開
祖
ニ

随
従
シ
テ
参
禅
修
道
マ
シ
マ
セ
シ
事
十
余
年
間

ナ
リ
遂
ニ
参
禅
ノ
道
奥
ニ
達
ス
就
テ
仏
祖
正
伝

ノ
金
剛
宝
戒
及
ヒ
法
脉
ヲ
授
カ
リ
開
祖
ト
師
弟

ノ
義
ヲ
結
ビ
鎮
防
火
燭
ノ
秘
呪
ヲ
呈
シ
及
ヒ
十

五
、
円
通
寺
縁
起
（
仮
題
）
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二
ノ
大
願
ア
ル
旨
ヲ
啓
白
シ
尽
未
来
際
當
山
守

護
不
退
ノ
誓
ヲ
為
ス
茲
ニ
開
祖
親
シ
ク
羽
休
ノ

神
号
ヲ
奉
ラ
ル
（
羽
休
ト
ハ
信
者
ノ
屋
宅
ニ
羽
ヲ
休
メ

テ
其
祈
願
ヲ
達
セ
シ
ム
ル
義
ナ
リ

）

実
ニ
知
ル
當
山
ハ　

三
尺
坊
出
現
ノ
道
場
海
内

無
比
ノ
名
藍
神
仙
無
比
ノ
霊
境
ナ
リ
矧
ン
ヤ
七

十
五
神
ノ
大
眷
属
出
現
応
化
ノ
霊
地
ハ
扶
桑
国

始
メ
テ
當
山
ニ
限
リ
世
ニ
比
類
ナ
キ
国
家
鎮
護

ノ
道
場
ナ
リ
是
ヲ
以
テ
茲
歳
明
治
三
十
年
七
月　

小
松
宮
陸
軍
大
将
大
勲
位
功
二
級
彰
仁
親
王
殿

下
ヨ
リ
秋
葉
出
現
道
場
ト
ノ
御
額
御
下
賜
ヲ
蒙

レ
リ

蓋
シ
惟
ル
ニ　

三
尺
坊
大
権
現
ハ
本
地
毘
沙
門

天
王
ノ
垂
跡
内
証
法
身
福
智
圓
満
如
意
宝
珠
ノ

御
身
体
ニ
マ
シ
マ
ス
上
下
斉
シ
ク
感
応
ヲ
蒙
リ

シ
者
尠ス

ク
ナ

シ
ト
セ
ズ
豈
ニ
啻
火
災
ヲ
救
ヒ
給
フ

ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
専
ラ
貧
苦
ヲ
救
ヒ
家
ヲ
富
シ
無

量
ノ
福
寿
ヲ
与
エ
能
ク
商
業
ヲ
栄
エ
五
穀
ヲ
豊

カ
ニ
饒
ラ
シ
盗
賊
ノ
難
風
水
ノ
難
ヲ
救
ヒ
疫
病

ヲ
除
キ
産
婦
ノ
難
ヲ
救
ヒ
訴
訟
ニ
利
ヲ
与
エ
軍

戦
ニ
ハ
億
万
ノ
眷
属
ヲ
誘
ヒ
テ
先
鋒
ト
ナ
リ
大

勝
利
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
等
ノ
霊
験
数
フ
ベ
カ
ラ
ザ

ル
事
ハ
古
来
伝
ヘ
テ
疑
ナ
キ
所
ナ
リ
然
ル
ニ
當

寺
二
代
已
降
三
百
余
年
ノ
久
シ
キ
輪
住
ノ
僧
疎

カ
ニ
シ
テ
海
内
屈
指
ノ
名
藍
モ
殆
ン
ト
地
ニ
墜

ツ
痛
哉
去
ル
明
治
廿
四
年
震
害
ノ
悲
境
ニ
遇
シ

神
殿
本
堂
共
ニ
全
敗
シ
諸
堂
悉
ク
半
覆
ニ
帰
シ

タ
リ
誠
ニ
遺
感
ニ
堪
エ
サ
ル
所
ナ
リ
且
ソ
レ
霊

場
古
跡
ハ
国
家
ノ
美
術
ナ
リ
此
地
忝
ク
モ
繁
華

勝
景
聊
カ
両
都
ニ
異
ラ
ン
壮
観
奇
絶
中
都
ト
称

ス
ル
モ
可
ナ
リ
今
ヤ
外
人
ノ
雑
居
近
キ
ニ
ア
リ

進
ン
テ
回
復
策
ヲ
為
サ
ズ
ン
バ
笑
ヲ
大
方
ニ
取

ラ
ン
幸
茲
ニ
有
信
者
ノ
賛
衷
ヲ
得
ル
既
ニ
時
機

ノ
熟
ス
ル
ヲ
感
シ
祭
主
信
叟
仙
受
及
ヒ
山
門
ノ

大
衆
放
身
捨
命
ノ
誓
ヲ
発
シ　

三
尺
坊
毘
沙
門

天
ノ
冥
助
ヲ
仰
キ
今
回
進
ン
テ
寺
門
復
古
ノ
深

策
ヲ
ナ
サ
ン
ト
欲
ス
謹
ン
テ
寄
附
委
員
ヲ
以
テ

勧
進
シ
慈
善
ノ
悲
愍
ヲ
仰
キ
願
望
成
就
致
度
伏

シ
テ
翼
ク
ハ
御
愛
顧
ヲ
垂
レ
応
分
ノ
浄
財
ヲ
喜

捨
シ
給
ワ
ン
事
ヲ
希
望
シ
奉
ル
千
祈
万
祷

○
諸
堂
閣
再
建
新
築
改
造
目
的

一
本
堂
観
音
堂
奥
院
毘
沙
門
堂
及
ヒ
坐
禅
ノ
大

堂
閣
鐘
楼
堂
并
ニ
大
庫
裡
ヲ
建
テ
直
シ
客
席

ノ
大
書
院
両
所
ニ
玄
関
ヲ
造
リ
順
次
ニ
御
神

殿
ヲ
継
キ
出
シ
唐
破
風
ニ
改
造
シ
山
門
ヲ
新

築
シ
弁
天
堂
ヲ
変
地
シ
テ
蓮
池
ヲ
掘
リ
四
庭

ニ
神
園
ヲ
開
キ
奇
巌
妙
石
数
万
ノ
草
花
樹
木

ヲ
植
エ
立
テ
微
妙
ノ
風
致
ヲ
成
シ
神
仙
ノ
霊

境
海
内
ノ
名
藍
ヲ
挽
回
セ
ン
ト
欲
ス
ル
企
図

ニ
有
之
候
也

○
寄
附
者
人
講
社
ニ
対
ス
ル
要
点

金
壹
千
圓
以
上

　

一
壹
戸
ニ
シ
テ
右
ノ
金
額
又
右
金
額
ニ
相
当

ス
ル
物
品
ヲ
寄
附
セ
ラ
ル
ヽ
人
ニ
ハ
寄
附

金
皆
納
ノ
節
神
前
ニ
於
テ
太
々
祈
祷
ヲ
修
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シ
第
一
等
御
分
体
ノ
御
神
像
ト
祭
主
自
筆

ノ
御
神
号
ヲ
授
附
シ
毎
歳
祭
典
ト
正
五
九

月
ニ
祈
祷
ヲ
修
シ
御
札
ヲ
呈
送
ス
曁
ビ
祠

堂
殿
ニ
別
壇
ヲ
設
ケ
厨
司
入
リ
ノ
大
位
牌

ニ
祖
先
ノ
法
名
ヲ
記
シ
テ
安
置
ス
日
供
回

向
永
代
怠
ル
㎎
ナ
シ

金
五
百
圓
以
上
ヨ
リ
三
百
圓
以
上

　

一
壹
戸
ニ
シ
テ
右
ノ
金
額
又
ハ
右
ノ
金
額
ニ

相
当
ス
ル
物
品
ヲ
寄
附
セ
ラ
ル
ヽ
人
ニ
ハ

寄
附
金
皆
納
ノ
節
神
前
ニ
於
テ
太
々
祈
祷

ヲ
修
シ
甲
ノ
寄
附
者
ニ
ハ
第
二
等
御
分
体

ノ
御
神
像
乙
ノ
寄
附
者
ニ
ハ
第
三
等
御
分

体
ノ
御
神
像
甲
乙
ト
モ
祭
主
自
筆
ノ
御
神

号
ヲ
授
附
シ
毎
歳
祭
典
ト
一
月
初
寅
ノ
日

ニ
ハ
御
祈
祷
ヲ
修
シ
御
札
ヲ
呈
送
ス
曁
ビ

祠
堂
殿
ニ
別
壇
ヲ
設
ケ
厨
司
入
ノ
大
位
牌

ニ
祖
先
ノ
法
名
ヲ
記
シ
テ
安
置
ス
日
供
回

向
永
代
怠
ル
㎎
ナ
シ

　

右
以
上
ノ
特
権
ハ
永
ク
子
孫
ニ
伝
承
ス
ル
事

ヲ
得
ル

金
二
百
圓
以
上
ヨ
リ
百
圓
以
上

　

一
壹
戸
ニ
シ
テ
右
ノ
金
額
又
ハ
右
金
額
ニ
相

当
ス
ル
物
品
ヲ
寄
附
セ
ラ
ル
ヽ
人
ニ
ハ
寄

附
金
皆
納
ノ
節
神
前
ニ
於
テ
祈
祷
ヲ
修
シ

甲
ノ
寄
附
者
ニ
ハ
第
一
号
ノ
御
分
体
ノ
御

神
像
乙
ノ
寄
附
者
ニ
ハ
第
二
号
御
分
体
ノ

御
神
像
甲
乙
ト
モ
ニ
祭
主
自
筆
ノ
御
神
号

ヲ
授
附
シ
毎
歳
祭
典
ト
一
月
初
寅
ノ
日
ニ

ハ
祈
祷
ヲ
修
シ
御
札
ヲ
呈
送
ス
曁
ビ
祠
堂

殿
ニ
厨
司
入
リ
ノ
大
位
牌
ニ
祖
先
ノ
法
名

ヲ
記
シ
テ
安
置
ス
日
供
回
向
永
代
怠
ル
事

ナ
シ

　

右
以
上
各
通
ハ
特
ニ
石
造
ノ
寄
附
標
ヲ
設
ケ

永
ク
其
篤
信
ヲ
千
載
ニ
表
ス

金
五
十
圓
以
上
ヨ
リ
三
十
圓
以
上

　

一
壹
戸
ニ
シ
テ
右
金
又
ハ
右
金
ニ
相
当
ス
ル

物
品
ヲ
寄
附
セ
ラ
ル
ヽ
人
ニ
ハ
寄
附
金
皆

納
ノ
節
神
前
ニ
於
テ
祈
祷
ヲ
修
シ
甲
ノ
寄

附
者
ニ
ハ
第
参
号
ノ
御
神
像
乙
ノ
寄
附
者

ニ
ハ
第
四
号
甲
乙
ト
モ
ニ
祭
主
自
筆
ノ
御

神
号
ヲ
授
附
シ
毎
歳
祭
典
ト
一
月
初
寅
ノ

日
ニ
ハ
御
祈
祷
ヲ
執
行
ス
曁
ビ
大
位
牌
ニ

祖
先
ノ
法
名
ヲ
記
シ
祠
堂
殿
ニ
安
置
ス
日

供
回
向
永
代
怠
ル
㎎
ナ
シ

金
二
十
圓
以
上
ヨ
リ
拾
圓
以
上

　

一
壹
戸
ニ
シ
テ
右
金
又
ハ
右
金
ニ
相
当
ス
ル

物
品
ヲ
寄
附
セ
ラ
ル
ヽ
人
ニ
ハ
寄
附
金
皆

納
ノ
節
神
前
ニ
於
テ
御
祈
祷
ヲ
修
シ
甲
ノ

寄
附
者
ニ
ハ
祭
主
自
筆
ノ
御
神
号
乙
ノ
寄

附
者
ニ
ハ
大
神
影
ヲ
授
附
シ
毎
歳
祭
典
ト

二
ノ
寅
ノ
日
御
祈
祷
ヲ
執
行
ス
曁
ビ
合
併

大
位
牌
ニ
法
名
ヲ
記
ス
祠
堂
殿
ニ
安
置
シ

永
代
回
向
怠
ル
事
ナ
シ

金
一
圓
以
上



─ 　  ─

名
古
屋
の
寺
院
に
関
す
る
木
版
資
料
に
つ
い
て
（
八
）

65

172

　

一
壹
戸
ニ
シ
テ
右
金
又
ハ
右
金
ニ
相
当
ス
ル

物
品
ヲ
寄
附
セ
ラ
ル
ヽ
人
ニ
ハ
寄
附
金
皆

納
ノ
節
神
前
ニ
於
テ
御
祈
祷
ヲ
執
行
シ
御

札
ヲ
授
与
ス

一
今
回
復
古
ノ
事
業
ニ
付
特
ニ
大
講
ヲ
発
起
ス

向
フ
二
十
四
ケ
月
間
ヲ
期
シ
毎
日
三
厘
宛
ノ

喜
捨
ア
ル
ヲ
一
口
ト
定
ム
謂
ユ
ル
喜
捨
金
ノ

多
少
ニ
ヨ
リ
祭
主
ヨ
リ
御
授
附
ノ
品
物
及
ヒ

御
祈
祷
ノ
顛
末
ハ
前
キ
ニ
詳
細
ヲ
尽
ス

右
各
通
ニ
祈
祷
ノ
定
メ
ア
ル
ハ
大
旨
総
則
ニ
シ

テ
専
ラ
寺
門
ノ
大
衆
毎
晨
日
課
大
般
若
経
ヲ
転

ジ
無
量
ノ
経
呪
ヲ
誦
ジ
家
門
繁
栄
火
災
消
除
ノ

御
祈
祷
ヲ
執
行
シ
及
ビ
祖
先
亡
霊
ノ
為
ニ
ハ
朝

暮
日
供
回
向
万
世
怠
ル
事
ナ
ク
執
行
ス
ル
規
定

ヲ
設
ク

○
募
集
金
報
告

今
回
諸
堂
再
建
改
造
ニ
付
寄
附
及
ヒ
講
社
募
集

金
ハ
都
テ
愛
知
銀
行
或
ハ
熱
田
銀
行
ニ
預
ケ
置

信
徒
発
起
者
二
名
講
社
大
取
締
二
名
ヲ
選
出
シ

惣
金
取
扱
委
員
ニ
請
任
シ
テ
惣
轄
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
最
モ
諸
帳
簿
精
算
堅
ク
厳
密
ナ
ル
ヲ
主
目
ト

ス○
圓
通
講
規
約

一
本
講
ノ
総
名
ヲ
圓
通
講
ト
称
ス

　
　

但
寺
務
取
扱
所
ヲ
事
務
局
ト
ス

一
信
徒
五
百
名
以
上
ヲ
大
講
社
ト
シ
百
人
以
上

ヲ
中
講
社
ト
シ
五
十
人
以
上
ヲ
小
講
社
ト
シ

十
人
以
上
ヲ
分
講
社
ト
ス

　
　

但
シ
寺
納
物
ヲ
二
葉
ニ
分
ツ

一
講
社
壹
口
ニ
付
金
納
ナ
ラ
バ
十
五
銭
米
麦
一

舛
宛
寺
納
ノ
方
ハ
十
名
中
ヨ
リ
毎
歳
二
名
宛

ノ
代
参
ト
相
定
ム

一
講
社
一
口
ニ
付
金
十
銭
或
ハ
米
一
舛
寺
納
ノ

方
ハ
十
名
中
ヨ
リ
毎
年
一
名
宛
ノ
代
参
ト
定

ム
右
両
講
ト
モ
当
日
午
前
第
十
時
参
着
十
二
時

太
々
御
祈
祷
次
ニ
祝
膳
了
テ
随
意
退
散

一
大
講
社
ハ
正
副
大
取
締
各
一
名
宛
ヲ
選
挙
シ

及
ヒ
周
旋
員
十
名
ト
定
メ
当
局
ヘ
通
知
ア
ル

ヘ
シ

一
中
講
社
ハ
大
取
締
一
名
ヲ
選
挙
シ
及
ヒ
周
旋

員
三
名
ト
定
メ
当
局
ニ
通
知
ア
ル
ベ
シ

一
小
講
社
ハ
大
取
締
一
名
ヲ
選
挙
シ
及
ヒ
周
旋

員
一
名
ト
定
メ
当
局
ヘ
御
通
知
ヲ
乞
フ

一
分
講
社
ハ
周
旋
員
一
名
ヲ
選
定
シ
当
局
ニ
御

通
知
ヲ
乞
フ

一
大
取
締
及
ヒ
周
旋
員
嘱
托
任
期
満
五
ケ
年
ト

ス

　
　

但
シ
退
任
後
再
選
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
得

一
正
副
大
取
締
周
旋
員
相
定
リ
シ
上
ハ
講
社
連

名
簿
ヲ
造
リ
現
在
ノ
人
員
当
局
ニ
送
附
セ
ラ

レ
ン
㎎
乞

　
　

但
講
社
員
ノ
増
減
ア
ル
時
ハ
当
局
ニ
通
知

ヲ
希
候
事
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右
ハ
一
般
ノ
通
則
ニ
付
地
方
ノ
適
宜
ニ
仍
リ
当

局
ト
恊
議
ノ
上
細
則
ヲ
設
ケ
結
社
ス
ル
事
ヲ
得

○
積
善
会
々
則

第
一
條　

本
会
ヲ
積
善
会
ト
称
ス
常
ニ
當
山
ノ

大
書
院
ヲ
以
テ
会
所
ト
定
ム
慈
善
ノ
君
士
百

名
ヲ
懇
請
シ
テ
一
団
隊
ト
ス
謂
ユ
ル
寺
門
ノ

恊
議
員
特
別
大
取
締
ナ
リ
年
中
両
度
ノ
会
参

日
ハ
春
秋
ト
モ
彼
岸
ノ
入
リ
ヨ
リ
第
三
日
目

ト
定
ム
午
前
第
十
一
時
ニ
参
着
正
午
ニ
太
々

御
祈
祷
ヲ
執
行
順
次
ニ
祝
膳
了
テ
大
恊
議
ヲ

開
伸
シ
専
ラ
御
神
徳
ヲ
盛
ニ
シ
寺
門
ヲ
興
隆

ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
主
目
ト
ス

第
二
條　

當
山
ハ
会
員
諸
賢
士
ノ
祈
願
所
ト
定

ム
豈
ニ
春
秋
二
期
ノ
太
々
祈
祷
ノ
ミ
ナ
ラ
ン

ヤ
日
課
毎
朝
大
般
若
経
ヲ
転
読
シ
祭
主
三
密

加
持
ノ
密
法
ヲ
修
シ
専
ラ
火
災
ヲ
除
キ
五
穀

ヲ
豊
ニ
饒
ラ
シ
家
ヲ
富
シ
子
孫
ヲ
長
シ
商
業

ヲ
栄
エ
疫
病
ヲ
除
キ
軍
戦
ニ
ハ
百
万
ノ
眷
属

ヲ
領
シ
先
鋒
ト
ナ
リ
大
勝
利
ヲ
得
百
事
如
意

満
足
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ノ
御
祈
念
万
世
怠
ル
コ

ト
ナ
シ
是
ニ
仍
リ
毎
会
各
会
員
金
一
圓
宛
ヲ

奉
納
ス
ル
者
ト
定
ム

第
三
條　

会
員
中
ヨ
リ
事
務
惣
督
二
名
ヲ
選
出

シ
テ
大
小
ノ
事
務
一
切
ノ
会
計
ヲ
主
理
セ
シ

ム
但
シ
会
金
ハ
愛
知
銀
行
ニ
預
置
キ
御
神
殿

ノ
営
繕
費
曁
ヒ
寺
門
必
用
ノ
際
之
ヲ
事
弁
ス

大
事
ハ
会
員
過
半
数
ノ
恊
議
ニ
決
ス
小
事
ハ

事
務
惣
督
ノ
議
定
ニ
随
フ
且
ツ
会
席
費
ハ
臨

機
応
用
ニ
一
任
ス

第
四
條　

会
員
諸
君
ニ
病
患
者
ア
ル
ト
キ
ハ
直

チ
ニ
葉
書
ヲ
以
テ
通
知
ア
ル
ベ
シ
御
神
前
ニ

於
テ
御
祈
祷
ヲ
修
シ
御
宝
牘
ヲ
送
附
ス
若
シ

一
死
亡
者
ア
ル
ト
キ
ハ
法
名
并
ニ
月
日
ヲ
詳

カ
ニ
記
シ
御
通
知
ヲ
請
フ
當
山
永
代
過
去
帳

ニ
記
シ
百
ケ
日
マ
テ
毎
朝
ノ
御
回
向
春
秋
両

度
ノ
彼
岸
中
日
大
施
餓
鬼
ヲ
修
シ
回
向
ス
ル

ヲ
永
世
寺
門
ノ
規
定
ト
ス

第
五
條　

満
会
ニ
至
リ
御
分
体
ノ
御
神
像
ヲ
授

ケ
家
門
ヲ
鎮
護
ス
謹
テ
三
尺
坊
大
神
ノ
昭
鑑

ヲ
仰
キ
祭
主
ト
会
員
主
君
ト
骨
肉
兄
弟
ノ
契

ヲ
ナ
シ
輪
次
順
環
シ
テ
永
ク
三
尺
坊
ノ
大
壇

護
ト
ナ
リ
玉
ハ
ン
コ
ト
ヲ
約
定
シ
奉
ル
右
伏

シ
テ
昭
亮
ヲ
乞
フ

○
奥
院
毘
沙
門
天
略
縁
起

抑
モ
當
山
奥
院
毘
沙
門
天
ハ
畏
ク
モ　

聖
徳
皇

太
子
御
彫
刻
ノ
御
尊
像
ナ
リ
其
由
縁
ヤ
貴
シ
人

皇
三
十
二
代　

崇
峻
帝
ト
謀
リ
皇
太
子
大
軍
ヲ

率
ヒ
テ
河
内
国
渋
河
ニ
御
出
陣
物
部
守
屋
ト
戦

ヒ
玉
フ
官
軍
大
ニ
敗
ル
皇
太
子
信
貴
山
ニ
登
リ

四
天
王
ヲ
専
念
シ
毘
沙
門
天
ノ
小
像
ヲ
刻
ミ
官

兵
各
ノ
髻
リ
ニ
安
シ
テ
進
発
セ
シ
ム
山
川
震
動

ス
空
中
ニ
声
ア
リ
此
ハ
是
四
天
王
ノ
箭
ナ
リ
ト

神
箭
雨
ノ
如
ク
守
屋
ヲ
射
討
ス
官
軍
大
勝
利
凱

歌
ヲ
奏
ス
皇
太
子
御
叡
感
斜
ナ
ラ
ス
毘
沙
門
天
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ノ
御
神
像
二
躯
ヲ
刻
ミ
大
神
像
ヲ
信
貴
山
ニ
奉

ジ
小
神
像
ヲ
宮
中
ニ
祭
リ
玉
フ
其
像
今
伝
エ
テ

當
山
ニ
安
置
シ
奉
リ
シ
ハ　

三
尺
坊
夢
想
ノ
御

神
通
ニ
ヨ
リ
拝
請
シ
奉
ル
誠
ニ
ソ
レ
稀
世
ノ
御

神
像
ナ
リ
按
ス
ル
ニ
阿
薩
婆
抄
ニ
曰
ク
大
海
中

ニ
須
弥
山
ア
リ
須
弥
ノ
中
層
ニ
毘
沙
門
宮
ヲ
現

ス
宮
内
七
宝
荘
厳
ノ
台
ニ
福
徳
大
自
在
毘
沙
門

天
在
シ
マ
ス
億
万
ノ
夜
叉
羅
刹
ヲ
眷
属
ト
ナ
シ

無
量
ノ
妙
供
ヲ
弁
備
ス
福
徳
才
智
武
勇
敬
愛
望

ニ
随
ヒ
降
魔
調
伏
除
病
延
寿
願
願
ニ
充
テ
ズ
ト

云
フ
コ
ト
ナ
シ
日
ニ
諸
天
ノ
福
ヲ
以
テ
人
天
ノ

貧
苦
ヲ
救
ヒ
国
土
ノ
万
福
ヲ
成
就
ナ
サ
シ
メ
玉

フ
ト
ア
リ
矧
ン
ヤ
唐
ノ
玄
宗
皇
帝
天
宝
元
年
西

蕃
ノ
寇
安
西
ヲ
囲
ム
帝
自
ラ
香
炉
ヲ
捧
ゲ
信
敬

ヲ
凝
シ
毘
沙
門
天
ヲ
専
念
シ
玉
フ
帝
ノ
而
タ
リ

甲
冑
ヲ
帯
シ
剱
戟
ヲ
横
タ
ル
神
兵
五
百
騎
宮
殿

ニ
顕
ハ
ル
而
シ
テ
攻
鼓
大
ニ
起
リ
天
地
ヲ
動
ス

神
兵
数
万
騎
北
方
ヨ
リ
現
ズ
蕃
軍
恐
レ
テ
四
方

ニ
迯
散
セ
リ
斯
テ
毘
沙
門
天
大
光
明
ヲ
放
テ
楼

上
ニ
現
シ
玉
フ
帝
叡
感
斜
ナ
ラ
ズ
シ
テ
各
国

艮ウ
シ
ト
ラ

ノ
偶
ニ
毘
沙
門
ノ
像
ヲ
安
シ
祭
ラ
シ
ム
ト

僧
史
略
ニ
詳
ナ
リ
又
田
村
麻
呂
東
征
ノ
時
勝
敵

毘
沙
門
法
ヲ
修
セ
シ
ム
惣
チ
高
丸
ヲ
射
斃
ス
田

村
大
勝
利
ヲ
得
従
三
位
ニ
補
セ
ラ
ル
ト
王
代
一

覧
ニ
見
ユ
誠
ニ
ソ
レ
感
応
霊
験
著
明
哉
必
ズ
求

メ
ニ
応
セ
ズ
ト
云
フ
コ
ト
ナ
シ
豈
ニ
信
セ
ザ
ル

ベ
ケ
ン
ヤ
穴
賢

○
双
身
毘
沙
門
天
略
縁
起

當
山
奥
院
御
同
壇
ニ
安
置
シ
奉
ル
双
身
毘
沙
門

天
ハ
加
藤
清
正
公
ノ
守
護
神
黄
金
ノ
印
度
作
ナ

リ
公
常
ニ
大
国
ノ
王
侯
ニ
及
第
セ
ン
ト
誓
フ
其

誓
ヒ
空
カ
ラ
ズ
肥
後
国
熊
本
ノ
城
主
ト
ナ
ル
公

本
城
ヲ
築
キ
御
神
像
ヲ
城
内
ノ
天
守
ニ
納
ム
然

ル
ニ
明
治
維
新
反
籍
ノ
際
徃
昔
ノ
由
緒
ヲ
以
テ

其
像
摂
津
国
兵
庫
市
北
風
氏
ニ
賜
ル
同
氏
威
霊

ヲ
恐
怖
シ
祭
祀
ニ
憂
ヒ
テ
當
山
ニ
奉
納
セ
ラ
レ

シ
御
神
像
ナ
リ

按
ス
ル
ニ
双
身
ト
ハ
毘
沙
門
天
ト
吉
祥
天
女
ト

御
夫
婦
神
ニ
テ
和
合
背
立
在
シ
マ
シ
テ
七
宝
輪

ヲ
懐
姙
シ
日
ニ
如
意
珠
ヲ
産
ミ
出
シ
テ
人
間
ノ

貧
苦
ヲ
救
ハ
ン
ト
誓
ヒ
玉
エ
ル
御
神
像
ナ
リ
最

勝
王
経
ニ
吉
祥
天
女
仏
ニ
告
テ
曰
ク
世
尊
北
方

ニ
薜ベ

イ

室シ

羅ラ

末マ
ン

拏ダ

天
王
ノ
城
ヲ
有
財
ト
名
ク
城
ヲ

去
ル
コ
ト
遠
カ
ラ
ズ
シ
テ
園
ア
リ
妙
華
福
光
ト

云
フ
中
ニ
七
宝
荘
厳
ノ
宝
殿
ア
リ
我
常
ニ
彼
コ

ニ
住
ス
ト
又
吉
祥
天
女
経
ニ
吉
祥
宝
荘
厳
世
界

ニ
於
テ
等
正
覚
ヲ
成
シ
吉
祥
宝
生
如
来
ト
ア
リ

况
ン
ヤ
江
ノ
諸モ

ロ

世ヨ

ハ
年
久
ク
信
ズ
或
㎡
途
中
ニ

天
女
ヲ
拝
ス
布
囊
ニ
精シ

ラ
ケ

粳
ウ
ル
シ
テ

一
斗
ヲ
授
ク
諸

世
生
涯
炊
キ
食
シ
尽
ル
コ
ト
ナ
シ
故
ニ
大
福
貴

ト
ナ
ル
若
シ
能
ク
精
進
結
斎
シ
テ
供
養
シ
奉
ラ

バ
福
智
愛
敬
一
切
ノ
養
生
皆
具
足
シ
諸
願
成
就

セ
ス
ト
云
フ
コ
ト
ナ
シ
ト
諸
天
ノ
賛
偈
ニ
ア
リ

豈
ニ
諦
信
シ
テ
疑
フ
ベ
ク
ン
ヤ
穴
賢
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○
年
中
毎
月
祭
日

十
六
日　
　

羽
休
三
尺
坊
大
権
現

三　

日　
　

毘
沙
門
天
王

七　

日　
　

七
十
五
天
神　
　

大
祭
五
月

二
十
四
日　

吉
祥
天
女　
　
　

大
祭
旧
七
月

十
八
日　
　

松
下
観
音
大
士　

大
祭
旧
正
月

十
五
日　
　

弁
財
天
女 
大
祭
旧
四
月
巳
ノ
日

十
月
亥
ノ
日

○
御
祈
祷
御
膳
料
常
夜
燈
料

　

一
金
七
圓　
　
　
　

一
周
間
御
祈
祷

　

一
金
五
圓　
　
　
　

別
座
太
々
御
祈
祷

　

一
金
三
圓　
　
　
　

太
々
御
祈
祷

　

一
金
一
圓　
　
　
　

恒
規
御
祈
祷

　

一
金
三
十
六
圓　
　
永
代
毎
月
七
十
五
膳
献
供

　

一
金
三
圓
六
十
銭　

七
十
五
膳
特
別
献
供

　

一
金
三
圓
以
上　
　

献
膳
一
供

　

一
金
一
圓　
　
　
　

一
ケ
月
間
毎
日
献
供

　

一
金
二
銭
以
上　
　

一
回
御
神
酒
献
供

　

一
金
三
十
圓　
　
　

永
代
常
夜
燈

○
追　

吊　

祭

當
山
信
徒
諸
講
中
ノ
亡
霊
ノ
為
メ
ニ
ハ
永
代
過

去
帳
ヲ
備
置
キ
盆
中
及
ヒ
春
秋
両
度
ノ
彼
岸
ノ

中
日
ト
毎
月
十
八
日
ニ
有
縁
無
縁
各
家
門
先
祖

代
々
ノ
大
施
餓
鬼
会
ヲ
執
行
シ
毎
日
課
ニ
ハ
読

経
追
善
供
養
仕
候
ニ
付
死
亡
者
有
之
信
徒
講
中

諸
君
ハ
戒
名
俗
名
死
亡
者
ノ
年
月
日
及
ヒ
宗
旨

等
記
載
必
ス
御
申
越
有
度
候
事

○
諸
堂
再
建
改
造

今
般
諸
堂
再
建
改
造
寄
附
勧
募
及
ヒ
講
社
結
集

ノ
為
メ
派
出
役
僧
或
ハ
派
出
委
員
ヲ
以
テ
相
伺

ヒ
候
條
自
然
拝
趨
ノ
上
ハ
諸
般
御
配
慮
ニ
預
リ

度
尚
勧
募
方
等
精
々
御
尽
力
ヲ
蒙
度
伏
テ
奉
懇

願
候
也

秋
葉
出
現
道
場　
　

 

大
祭
主 
信 
叟 

仙 

受

○
謝　
　

祠

謹
啓
今
般
諸
堂
再
建
新
築
改
造
ニ
付
講
社
結
集

寄
附
勧
募
ノ
為
メ
役
僧
派
出
為
致
候
処
各
地
到

処
非
常
ノ
御
尽
力
ヲ
以
テ
御
寄
附
并
ニ
講
社
結

集
被
成
下
尚
役
僧
及
ヒ
派
出
委
員
迄
モ
不
一
方

御
待
遇
ヲ
蒙
リ
候
趣
役
僧
等
ノ
上
申
将
ニ
感
涙

ノ
至
リ
當
山
ノ
面
目
コ
レ
ニ
不
過
奉
深
謝
候
就

テ
ハ
爾
来
一
層
ノ
御
尽
力
ヲ
以
テ
諸
堂
閣
改
造

ノ
竣
工
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
ン
事
ヲ
伏
テ
奉
懇
願
上

候
先
ハ
不
取
敢
役
僧
巡
回
地
方
御
仁
君
ニ
奉
深

謝
候
敬
白

秋
葉
出
現
道
場　
　

 

大
祭
主 

信 

叟 

仙 

受
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六
、
愛
知
県
名
古
屋
市
七
小
町
遍
照
院
地
蔵
大
菩
薩
略
縁
記

　
　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
七
小
町
遍
照
院
地
蔵
大
菩
薩
略
緑

（
マ
マ
）記

夫そ

れ
地ぢ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

ハ
釈し

や

迦か

牟む

尼に

如に
よ

来ら
い

御ご

入に
う

滅め
つ

の
後の

ち
五
十
六
億を

く

七
千
万ま

ん

歳さ
い

を
経へ

て
弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

出し
ゆ
つ

現げ
ん

ま
し
ま
す
其そ

の
あ
ひ
た
を
無む

仏ぶ
つ

世せ

界か
い

と
申
な

り
其そ

の
ち
う
げ
ん

中
間
の
重じ

う

苦く

の
衆し

ゆ

生じ
よ
う

を
釈し

や
く

尊そ
ん

よ
り
御ご

付ふ

嘱ぞ
く

あ
り
て
済さ

い

度ど

し
給た

も

ふ

菩ぼ

薩さ
つ

な
り
故ゆ

へ

に
毎ま

い

朝ち
よ
う

諸し
よ

定じ
や
う

に
入い

り
六
道ど

う

を
遊ゆ

う

化け

し
て
苦く

を
抜ぬ

き
楽ら

く

を

与あ
た

へ
現げ

ん

世せ

に
あ
り
て
ハ
十じ

う
し
ゆ種
の
福ふ

く

を
得ゑ

せ
し
め
亦ま

た

八
大
怖ふ

を
除の

ぞ

き
給た

ま

ふ

其そ
の
な
か中
一
二
を
あ
ぐ
れ
ば
此こ

の

菩ぼ

薩さ
つ

を
念ね

ん

ず
る
者も

の

ハ
女
人
ハ
児こ

を
産う

む
こ
と

安や
す

し
又ま

た

一
切さ

い

衆し
ゆ

生じ
よ
う

の
諸し

よ

病び
や
う

を
除の

ぞ

き
給た

ま

ひ
又ま

た
ひ
ん貧

な
る
者も

の

に
ハ
財ざ

い

宝ほ
う

を
得ゑ

せ
し
め
給た

ま

ふ
な
り
或あ

る
ひ

ハ
無む

量り
や
う

無む

辺へ
ん

の
身み

を
現あ

ら

は
し
て
衆し

ゆ

生じ
よ
う

を
済さ

い

度ど

し
給た

ま

ふ
故ゆ

へ

に
無む

辺へ
ん

身し
ん

菩ぼ

薩さ
つ

と
名
づ
け
奉

た
て
ま
つ

る
寿じ

ゆ

命み
よ
う

を
延の

べ
給た

ま

ふ
が
故ゆ

へ

に
延ゑ

ん

命め
い

地ぢ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

と
申も

う
す

な
り
此こ

の
薩さ

つ

埵た

は
無む

仏ぶ
つ

世せ

界か
い

に
あ
り
て
一
切さ

い

の
衆し

ゆ

生じ
よ
う

を
済さ

い

度ど

し
尽つ

く

し
て
の
ち
成じ

よ
う

仏ぶ
つ

す
べ
し
若も

し
一い

ち
に
ん人
た
り
と
も
残の

こ

ら
ハ
正し

や
う

覚が
く

を
取と

ら
ず
と
誓ち

か

ひ
給た

ま

ひ
て
今い

ま

時ど
き

の
我わ

れ

等ら

を
引い

ん
ど
う導
し
給た

ま

ふ
尊と

う

と
き
能の

う

化け

の
大だ

い

菩ぼ

薩さ
つ

な
り
委く

わ

し
き
こ
と
ハ
延ゑ

ん

命め
い

地ぢ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

経き
や
う

に
あ
り

㧕そ
も

々ぐ
げ

當と
う
い
ん院
に
安あ

ん

置ち

し
奉

た
て
ま
つ

る
地ぢ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

の
尊そ

ん
ぞ
う像
は
仏ぶ

つ

工ぐ

定じ
や
う

朝ち
や
う

□
□
□

錫
□
□
□
□
□
□
□
ま
で
皆み

な
同ど

う
さ
く作

な
り
其そ

の

由ゆ

来ら
い

を
尋た

づ
ぬ

る
に
往む

か
し昔

越ゑ
ち

後ご

の
国く

に

乙い
つ

宝は
う

寺じ

に
安あ

ん

置ち

し
あ
る
を
元げ

ん

禄ろ
く

年ね
ん

中ち
う

當と
う

山ざ
ん

十じ
う

代だ
い

目め

の
住じ

ゆ
う

僧そ
う

梅ば
い

鑑か
ん

和お

尚し
や
う

越ゑ
ち

後ご

の
国く

に

へ
修し

ゆ
う

学が
く

の
た
め
下く

だ

り
け
る
と
き
因い

ん
ね
ん縁
あ
り
て
伝で

ん
ら
い来

し
幾い

く
ほ
ど程

な
く
し
て
学が

く

業ぎ
や
う

の
た
め
東と

う

京き
よ
う

へ
上の

ぼ

ら
ん
と
す
る
と
き
地ぢ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

の
霊れ

い
ぞ
う像

を
荷に

負お
ふ

て
芝し

ば

増ぞ
う

上じ
や
う

寺じ

神し
ん

明め
い

谷だ
に

の
学が

く

寮り
や
う

に
安あ

ん

置ち

し
道と

う

業ご
う

増ぞ
う

進し
ん

を
祈き

願が
ん

せ
し
に
遂つ

ひ

に
元げ

ん
ろ
く禄

十
年ね

ん

四
月
當と

う
い
ん院

の
住じ

ゆ

職し
よ
く

と
な
り
し
時と

き

此こ

の

尊そ
ん
ぞ
う像

を
負せ

お
う

て
當と

う
ざ
ん山

に
来き

た

り
本ほ

ん
ど
う堂

に
安あ

ん

置ち

し
奉

た
て
ま
つ

る
に
伝で

ん
ぶ
ん聞

の
人ひ

と

々ぐ
げ

歩
あ
ゆ
み

を
當と

う
い
ん院

に
運は

こ

び
祈き

念ね
ん

す
る
に
霊れ

い

験け
ん

利り

生し
や
う

普あ
ま

ね
け
れ
ば
道ど

う
ぞ
く
な
ん
に
よ

俗
男
女
の
参さ

ん

詣け
い

市い
ち

を
な
す
爰こ

ゝ

に
當と

う
こ
く
し
ゆ

国
主
三
代
の
君
前
中
納
言
源
綱
誠
卿
其そ

の
霊れ

い

験け
ん

を

聞き
こ

し
召め

さ

れ
御ご

心し
ん

願ぐ
わ
ん

の
事こ

と

あ
り
し
に
一
七
日
の
内
に
御ご

成じ
よ
う

就じ
ゆ

あ
り
て
御お

悦よ
ろ
こ
び

の
あ
ま
り
宮く

う
で
ん殿

の
御ご

き

ふ
寄
附
あ
り
た
り
今い

ま

の
御お

ん

厨ぞ

子し

是こ

れ
な
り
遂つ

い

に

其そ
の
と
し年
地ぢ

蔵ぞ
う

講こ
う

中じ
ゆ
う

を
結む

す
ぶ

に
日ひ

な
ら
ず
し
て
五
百
余よ

名め
い

の
入に

う
こ
う
し
や

講
者
あ
り
内

に
も
国こ

く

主し
ゆ

御ご

帰き

依ゑ

の
あ
ま
り
御お

や
か
た舘
の
女じ

よ

儀ぎ

四
十
七
人
を
入に

う

講こ
う

あ
り
て
御お

庭に
わ

の
草く

さ
ば
な
ま
い
に
ち

花
常
時
の
供く

物も
つ

等と
う

を
さ
ゝ
げ
給た

ま

ひ
た
る
由よ

し

本ほ
ん

縁ゑ
ん

記き

に
見み

へ
た
り

帰き

ゑ依
の
善ぜ

ん
な
ん
ぜ
ん
に
よ

男
善
女
浄じ

や
う

財ざ
い

を
喜き

捨し
や

し
て
程ほ

ど

な
く
三
間
半
四
方
の
小し

よ
う

堂ど
う

一い
ち

宇う

を
建こ

ん
り
う立
し
て
是こ

れ
に
尊そ

ん
ぞ
う像
を
移う

つ

し
奉

た
て
ま
つ

る
然し

か

る
に
御み

堂ど
う

建こ
ん

立り
う

の
時と

き

不ふ

思し

議ぎ

の
霊れ

い
け
ん験

あ
れ
ど
も
爰こ

ゝ

に
略り

や
く

す
其そ

の
後の

ち

幾い
く
ば
く許

の
星せ

い
そ
う霜

を
経へ

て
安あ

ん

政せ
い

年ね
ん

中ぢ
う

御み

堂ど
う

破は

壊ゑ

し
た
る
を
以
て
再ふ

た
ゝ

び
今い

ま

の
本ほ

ん
ど
う堂
に
移う

つ

し
奉

た
て
ま
つ

る
と
か
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哉や

今い
ま

又ま
た

有ゆ
う

志し

の
人ひ

と

々ぐ
げ

と
相あ

い

は
か
り
結け

ち
ゑ
ん縁

の
た
め
地ぢ

蔵ぞ
う

講こ
う

中じ
ゆ
う

を
結む

す

び
普

あ
ま
ね

く
利り

益や
く

を
得ゑ

ん
と
菩ぼ

薩さ
つ

の
御ご

縁ゑ
ん

日に
ち

毎ま
い
げ
つ月
廿
四
日
に
別べ

つ

時じ

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
修し

ゆ

行
ぎ
や
う

し
宗そ

う

意い

安あ
ん

心し
ん

并な
ら
び

ニ
地ぢ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

の
功く

徳ど
く

等と
う

を
説と

い

ひ
て
共と

も

に
一い

ち

蓮れ
ん

同ど
う

生し
よ
う

の

楽た
の
し
み

を
得ゑ

ん
と
す
願ね

が
わ

く
ハ
速

す
み
や
か

に
入に

う

講こ
う

あ
り
て
我わ

れ

等ら

の
素そ

し志
を
果は

た

さ

し
め
給た

ま

わ
ん
こ
と
を
乞こ

う

明
治
廿
九
年
五
月
廿
四
日　
　
　
　
　
遍　

照　

院　

廿　

九　

世

 

願 

誉 

成 

満 

謹 

誌

七
、
福
満
寺
ノ
由
来
（
仮
題
）

夫
レ
當
山
ノ
由
来
ヲ
尋
ル
ニ
往
昔
高
野
山
ノ
出
家
救
世
観
音
ノ
尊
像
ヲ

護
持
シ
来
リ
テ
是
レ
仏
縁
ノ
勝
地
ナ
リ
ト
錫
ヲ
此
地
ニ
止
メ
草
庵
ヲ
結

ヒ
勤
修
シ
テ
年
月
ヲ
送
ル
或
時
何
国
共
ナ
ク
老
翁
来
リ
頓
死
ス
故
ニ
土

中
ニ
埋
ム
不
思
議
ナ
ル
哉
其
服
中
ヨ
リ
榎
樹
生
ジ
タ
リ
之
レ
ニ
依
テ
即

チ
榎
本
山
ト
号
セ
リ
文
禄
年
間
客
殿
ヲ
創
立
シ
内
仏
ニ
安
置
ス
正
徳
年

中
観
音
堂
ヲ
造
営
シ
遷
座
ス
抑
観
世
音
菩
薩
ハ
三
十
三
身
ニ
尊
影
ヲ
化

シ
テ
一
切
世
間
ノ
苦
難
ヲ
救
ヒ
當
来
世
ニ
ハ
極
楽
国
土
ニ
往
生
セ
シ
メ

玉
フ
大
悲
ノ
誓
願
皆
克
ク
世
人
ノ
知
ル
処
ナ
リ
中
ニ
モ
當
本
尊
ハ
一
切

女
人
ノ
難
産
ヲ
憐
ミ
子
孫
長
久
ヲ
守
ラ
セ
玉
フ
故
ニ
子
安
観
音
ト
称
シ

奉
ル
然
ル
ニ
文
明
九
年
當
国
ノ
太
守
斯
波
氏
義
廉
清
洲
ニ
在
城
ノ
時
加

賀
国
白
山
権
現
ヲ
信
仰
ア
リ
或
夜
夢
中
ニ
我
ハ
白
山
ノ
霊
ナ
リ
當
国

鴛ヲ

シ

キ

リ

鴦
喜
里
ノ
沼
野
ニ
勧
請
ス
ベ
シ
武
門
ヲ
守
護
セ
ン
ト
見
テ
夢
覚
タ
リ

依
㍾之
宮
社
ヲ
勧
請
シ
彼
榎
樹
ヲ
神
木
ト
シ
則
榎
権
現
ト
通
称
ス
承
応

年
中
ニ
神
事
ヲ
始
ム
元
禄
年
中
ニ
社
殿
ヲ
修
繕
シ
神
輿
ヲ
造
成
シ
テ
専

ラ
社
殿
ノ
隆
盛
ヲ
図
リ
タ
リ
然
ル
ニ
明
治
維
新
ノ
際
社
寺
分
離
ノ
后
隆
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盛
ヲ
図
リ
修
繕
ヲ
尽
シ
タ
ル
社
殿
ハ
氏
子
ト
共
ニ
神
官
奉
事
ス
之
レ
ニ

依
テ
當
寺
ハ
無
檀
無
禄
ナ
ル
ヲ
以
テ
赤
貧
ノ
地
ト
ナ
リ
終
ニ
無
住
ノ
不

幸
ニ
至
リ
尚
ホ
其
上
去
ル
廿
四
年
ノ
大
震
災
ニ
罹
リ
破
損
ヲ
生
ジ
今
ヤ

廃
寺
ノ
異
域
ニ
臨
ミ
実
ニ
見
聞
ス
ル
ニ
忍
ヒ
サ
ル
処
ナ
リ
経
ニ
曰
ク
堂

塔
ヲ
営
建
シ
仏
像
ヲ
安
置
ス
ル
其
功
徳
須
弥
滄
海
ヨ
リ
モ
猶
ホ
広
シ
ト

云
々
観
仏
三
昧
経
ノ
註
ニ
曰
ク
伽
藍
ヲ
営
建
シ
仏
像
ヲ
安
置
シ
仏
跡
ヲ

画
キ
人
ヲ
シ
テ
見
セ
シ
メ
歓
喜
ノ
心
ヲ
起
サ
シ
メ
ハ
能
ク
恒
河
沙
劫
ノ

生
死
ノ
罪
ヲ
滅
ス
ト
云
々
是
故
ニ
余
深
ク
仏
ノ
教
勅
ヲ
信
シ
化
益
ノ
道

場
ト
ナ
サ
ン
㎎
ヲ
欲
ス
蓋
シ
旧
寺
ヲ
補
ヒ
廃
寺
ヲ
興
シ
寺
門
興
隆
ハ
僧

侶
ノ
本
分
ナ
レ
ハ
當
寺
中
興
ノ
志
願
ヲ
起
シ
共
同
特
志
ノ
諸
氏
ト
共
ニ

広
ク
力
ヲ
尽
シ
興
隆
ノ
本
懐
ヲ
達
シ
仏
祖
ノ
深
恩
ニ
酬
ヒ
奉
リ
彼
恒
河

ノ
滅
罪
滄
海
ノ
功
徳
ヲ
諸
衆
ト
共
ニ
セ
ン
伏
テ
仰
ク
有
縁
ノ
信
男
信
女

一
紙
半
銭
モ
皆
是
其
結
縁
機
ナ
リ
故
ニ
多
少
ニ
論
ナ
ク
白
浄
ノ
施
財
ヲ

以
テ
余
カ
志
願
ヲ
資
ケ
滅
罪
生
善
離
苦
得
楽
ノ
善
縁
ナ
レ
ハ
其
機
ヲ
結

ヒ
給
ハ
ン
㎎
ヲ
深
ク
信
ス
矣 

現
住
第
二
十
九
世　

苾
蒭
法
浄
敬
誌

一
本
尊
子
安
観
世
音
菩
薩　

御
丈
一
寸
一
分　

三
重
厨
子
安
置
也

　

鰐
口
ニ
正
長
申
九
月
九
日
ノ
彫
刻
ア
リ
已
ニ
五
百
五
年
ナ
リ
●
白
山

権
現
勧
請
文
明
九
年
ヨ
リ
四
百
五
十
五
年
ナ
リ
●
文
禄
年
中
客
殿
創

立
ヨ
リ
三
百
四
十
一
年
ナ
リ
●
寛
永
年
中
ヨ
リ
西
国
諸
大
名
琉
球
人

等
當
社
ニ
休
憩
ス
（
今
ノ
客
殿

是
ナ
リ

）
之
レ
ニ
依
テ
本
鄕
ヨ
リ
出
テ
始
メ
テ

家
作
ヲ
造
リ
終
ニ
繁
栄
ト
ナ
ル
已
ニ
三
百
一
年
ナ
リ
●
承
応
年
中
熱

田
大
薬
師
医
王
院
日
源
僧
都
當
寺
ノ
住
職
ト
成
リ
夫
ヨ
リ
神
事
ヲ
始

ム
依
テ
中
興
開
山
ノ
誉
崇
位
セ
リ
已
ニ
二
百
七
十
年
ナ
リ
●
日
源
僧

都
ノ
弟
子
相
続
シ
テ
元
禄
年
中
社
殿
ヲ
修
覆
ス
已
ニ
二
百
廿
七
年
ナ

リ
●
正
徳
四
年
春
観
音
堂
ヲ
建
立
ス
已
ニ
百
九
十
九
年
ナ
リ
●
享
保

七
年
神
輿
ノ
造
成
ヲ
発
願
シ
翌
卯
年
成
就
ス
已
ニ
百
八
十
七
年
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野
山
金
剛
三
昧
院
末

明
治
二
十
九
年
十
二
月

一
毎
年
正
月
十
七
日　

大
般
若
修
行　
　

一
毎
年
旧
七
月
九
日　

大
施

餓
鬼
修
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
押
切
町
榎
権
現
旧
別
當

 

榎 

本 

山 

福 

満 

寺



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
59
巻
第
３
・
４
合
併
号

72

165

八
、
稲
園
山
七
寺
境
内
之
図

　
　
　

稲
園
山
七
寺
境
内
之
図

　
　
　
　
　

由
緒

稲
園
山
七
ツ
寺
ハ
人
皇
四
拾
五
代　

聖
武
天
皇
ノ
天
平
三
年
ニ
行
基
菩

薩
開
創
シ
玉
ヒ
寺
号
ヲ
正
覚
院
ト
名
ツ
ケ
ラ
レ
シ
モ
後
チ
河
内
権
守
紀

ノ
是
広
我
ガ
児
七
歳
ナ
ル
光
麿
ノ
冥
福
ヲ
祈
ル
為
メ
七
区
ノ
伽
藍
堂
塔

ヲ
建
立
シ
其
壮
観
巍
然
光
彩
陸
離
ナ
ル
ヨ
リ
七
ツ
寺
ト
徳
メ
テ
呼
ブ
ニ

至
リ
タ
リ
爾
来
幾
多
ノ
年
所
ヲ
閲
歴
シ
徳
川
家
康
公
ノ
代
ニ
當
リ
名
古

屋
門
前
町
ニ
寺
領
ヲ
賜
リ
堂
塔
殿
舎
悉
ク
皆
ナ
徳
川
氏
ヨ
リ
営
弁
セ
ラ

レ
更
ニ
其
代
々
ノ
祈
願
寺
ト
定
メ
ラ
レ
タ
リ
金
堂
及
ヒ
三
層
ノ
宝
塔
等

ハ
現
ニ
今
尚
ホ
甍
ヲ
駢
ベ
テ
碧
空
ニ
聳
エ
ツ
ヽ
ア
リ
加
之
ニ
寺
蔵
ノ
宝

物
ハ
曩
キ
ニ
全
国
宝
物
取
調
局
ノ
帳
簿
ニ
登
録
セ
ラ
レ
或
ハ
鑑
査
状
ヲ

下
附
セ
ラ
レ
テ
以
テ
其
壮
麗
精
妙
美
術
ノ
模
範
タ
ル
コ
ト
又
ハ
国
史
上

顕
著
明
晰
ノ
貴
重
ノ
物
ナ
ル
コ
ト
ヲ
証
ス
ル
ニ
至
ル
此
貴
重
ノ
宝
物
ヲ

有
シ
テ
尚
ホ
寺
形
ノ
巍
然
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
其
両
々
相
頼
リ
テ
名
古
屋
市

中
ニ
一
大
美
観
ノ
名
藍
古
刹
タ
ル
コ
ト
亦
知
ル
ベ
キ
ノ
ミ
今
寺
図
ヲ
刻

シ
本
寺
ノ
由
来
ヲ
附
記
シ
テ
以
テ
江
湖
ニ
紹
介
ス
ト
云
爾

明
治
丗
一
年　
　

月　
　

日
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九
、
尾
州
熱
田
本
遠
寺
境
内
図

　
　
　

尾
州
熱
田
本
遠
寺
境
内
図

抑
モ
當
山
ニ
安
置
シ
奉
ル
大
聖
釈
迦
牟
尼
世
尊
ハ
延
暦
年
中
桓
武
天
皇

ノ
敕
命
ニ
因
リ
伝
教
大
師
熱
田
神
社
ノ
境
内
ニ
出
張
シ
法
華
堂
ヲ
建
立

シ
大
師
親
シ
ク
此
ノ
尊
像
ヲ
彫
刻
シ
法
華
経
勧
請
ヲ
為
シ
宝
祚
無
窮
天

下
泰
平
五
穀
豊
饒
ヲ
祈
リ
除
厄
ノ
祈
願
ヲ
為
シ
玉
フ
所
ニ
シ
テ
其
後
弘

長
元
辛
　
　
酉

年
宗
祖
日
蓮
大
士
遊
学
ト
シ
テ
京
都
吉
田
兼
益
カ
家
ニ
徃
復

ノ
砌
リ
此
ノ
堂
ニ
立
チ
寄
リ
玉
ヒ
壱
百
日
ノ
間
法
華
経
ヲ
読
誦
シ
釈
尊

ヘ
法
味
ヲ
備
ヘ
宗
旨
建
立
ノ
祈
願
ヲ
籠
メ
サ
セ
玉
ヒ
宗
祖
寂
後
當
寺
開

山
九
老
僧
日
澄
上
人
正
安
二
庚
子
年
春
社
司
ノ
請
ニ
由
リ
鎌
倉
ヨ
リ
来

ツ
テ
當
山
ヲ
開
キ
此
ノ
堂
ヲ
移
シ
テ
釈
尊
ヲ
安
置
シ
奉
リ
タ
ル
所
ニ
シ

テ
創
建
ヨ
リ
本
年
ニ
至
ル
マ
デ
壱
千
壱
百
有
余
年
現
今
ノ
地
ヘ
移
セ
シ

ヨ
リ
六
百
年
余
ヲ
経
誠
ニ
国
家
鎮
護
ノ
尊
像
ニ
シ
テ
日
本
国
内
本
宗
無

双
ノ
霊
場
ナ
リ
因
テ
先
年
當
寺
保
存
ノ
為
メ
内
務
省
ヨ
リ
保
存
金
壱
百

圓
ヲ
下
ダ
シ
賜
リ
シ
ナ
リ
大
ナ
ル
哉
大
悟
大
聖
釈
迦
牟
尼
世
尊
垢
無
ク

染
無
ク
所
著
無
ク
天
人
象
馬
ノ
調
御
師
道
風
徳
香
一
切
ニ
薫
シ
甚
深
無

上
ノ
妙
花
ヲ
以
テ
春
霞
靉
靆
タ
ル
中
天
笠
羅
毘
尼
国
ニ
咲
キ
初
メ
シ
ヨ

リ
天
上
天
下
唯
我
独
尊
タ
ル
獅
子
吼
ヲ
以
テ
一
切
衆
生
ヲ
教
化
シ
玉
ヒ

其
識
以
テ
百
世
ヲ
照
シ
其
徳
以
テ
億
兆
ヲ
服
ス
嗚
呼
偉
大
ナ
ル
釈
迦
牟
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尼
世
尊
今
也
将
ニ
二
千
八
百
五
拾
年
ノ
御
遠
忌
ヲ
修
行
セ
ン
ト
欲
シ
聊

カ
寺
内
ニ
修
繕
ヲ
加
ヘ
三
十
三
年
五
月
一
日
ヨ
リ
仝
七
日
迠
此
尊
像
ヲ

開
扉
シ
奉
リ
恭
シ
ク
大
恩
忌
ヲ
勤
メ
以
テ
徳
海
ノ
一
滴
ニ
報
セ
ン
ト
ス

教
恩
海
ニ
沐
浴
ス
ル
緇
素
来
ツ
テ
稽
首
作
礼
以
テ
其
鴻
恩
聖
徳
ヲ
拝
謝

シ
玉
ヘ
殊
ニ
希
ク
ハ
十
方
有
志
ノ
信
徒
諸
氏
幸
ニ
浄
財
ヲ
喜
捨
シ
テ
吾

カ
此
ノ
修
行
ヲ
輔
ケ
之
ヲ
シ
テ
盛
大
ナ
ラ
シ
メ
ラ
レ
ン
㎎
ヲ

　
　

愛
知
県
愛
知
郡
熱
田
町
大
字
田
中

　
　

中
本
山
法
華
堂
妙
光
山
本
遠
寺
三
十
六
嗣
法

明
治
三
十
三
年
一
月 
日
勇
敬
白　
　

　
　

十
方
施
主
随
喜
之
諸
氏

十
、
七
寺
略
縁
起

　
　
　

 

七
寺
畧
縁
起

　
　
　
　
愛
知
県
名
古

屋
市
門
前
町
稲
園
山
七
寺
縁
起

我
稲
園
山
七
寺
は
今
を
去
る
こ
と
一
千
百
余
年
の
む
か
し
天
平
七
年
に

行
基
菩
薩
の
尾
張
国
に
来
化
し
て
今
の
中
島
郡
萱
津
の
里
に
一
宇
を
建

立
し
正
覚
院
と
号
し
て
親
か
ら
八
尺
五
寸
の
阿
弥
陀
仏
と
五
尺
五
寸
の

観
音
勢
至
二
菩
薩
の
像
を
作
り
て
安
置
し
た
ま
ふ
此
三
尊
は
明
治
二
十

四
年
八
月
一
日
附
に
て
全
国
宝
物
の
鑑
査
状
を
内
務
省
よ
り
下
附
さ
れ

た
る
を
以
て
考
ふ
る
も
亦
た
如
何
に
此
等
此
霊
像
の
貴
き
も
の
な
る
か

を
知
る
に
足
ら
ん
又
た
多
聞
天
持
国
天
の
両
像
も
行
基
菩
薩
の
勧
請
し

た
ま
ひ
し
も
の
是
れ
も
内
務
省
よ
り
登
錄
状
を
下
附
せ
ら
れ
た
り
其
七

寺
と
呼
ぶ
に
至
り
し
は
秋
田
城
の
介
た
り
し
河
内
権
守
維
広
の
任
満
ち

て
関
東
よ
り
帰
洛
の
途
次
萱
津
の
里
ま
で
来
か
ゝ
る
折
か
ら
京
都
に
遺

せ
し
其
七
歳
の
愛
児
光
麿
は
父
の
維
広
を
慕
ふ
て
下
国
せ
ん
と
此
里
ま



─ 　  ─

名
古
屋
の
寺
院
に
関
す
る
木
版
資
料
に
つ
い
て
（
八
）

75

162

で
来
り
て
重
き
病
ひ
に
罹
り
居
り
遂
に
死
去
し
け
れ
ば
維
広
は
甚
く
之

を
哀
む
で
七
堂
伽
藍
を
建
立
し
死
児
光
麿
の
冥
福
を
と
む
ら
ひ
た
る
に

は
し
ま
り
た
る
も
の
に
て
是
れ
今
を
去
る
一
千
年
あ
ま
り
昔
し
の
延
暦

六
年
十
二
月
の
事
な
り
其
後
ち
仁
和
年
間
我
七
寺
は
水
災
に
罹
り
天
慶

年
中
ま
た
兵
乱
の
為
め
堂
宇
い
た
く
損
じ
す
た
れ
た
る
を
六
條
天
皇
の

御
宇
尾
張
権
守
大
中
臣
朝
臣
安
長
は
勝
幡
城
に
在
つ
て
寵
愛
せ
る
女
児

の
歿
せ
し
を
悲
む
あ
ま
り
其
菩
提
を
と
む
ら
は
ん
為
め
堂
宇
を
再
建
し

て
長
福
寺
と
称
え
を
改
め
且
つ
能
筆
の
人
を
広
く
天
下
に
探
り
も
と
め

て
四
年
あ
ま
り
の
間
に
五
千
余
卷
の
大
蔵
経
を
写
さ
し
め
経
函
を
作
り

輪
法
輪
蔵
を
建
て
ゝ
此
処
に
納
む
是
れ
今
よ
り
幾
ん
と
七
百
余
年
前
の

事
に
て
政
府
も
近
年
こ
の
経
卷
の
い
と
尊
き
も
の
な
る
由
を
聞
き
屡
々

東
京
よ
り
官
吏
を
遣
は
し
取
調
べ
ら
れ
た
る
後
ち
三
十
三
年
四
月
七
日

内
務
大
臣
西
郷
従
道
侯
は
之
を
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
り
天
正
十
九
年
清

洲
の
住
人
鬼
頭
孫
左
衛
門
吉
久
は
豊
太
閤
の
命
を
受
け
清
洲
に
移
し
後

ち
名
古
屋
移
城
の
時
今
の
所
に
地
を
賜
は
り
て
移
転
し
是
れ
よ
り
尾
張

侯
代
々
の
御
祈
願
所
と
な
り
年
々
御
材
木
を
下
賜
は
り
又
た
御
祈
祷
料

及
御
霊
屋
回
向
料
を
賜
は
り
尚
ほ
御
供
養
の
為
め
春
日
井
郡
小
松
寺
三

百
石
を
も
兼
帯
し
本
堂
観
音
堂
聖
天
堂
十
王
堂
鐘
楼
影
堂
輪
蔵
鎮
守
弁

天
堂
等
の
伽
藍
儼
然
と
し
て
立
ち
な
ら
び
尾
参
濃
勢
地
方
に
は
幾
ん
と

無
類
の
名
刹
と
称
せ
ら
る
か
の
三
層
塔
の
如
き
は
元
禄
年
間
尾
張
国
君

瑞
龍
院
殿
が
多
く
の
資
財
を
擲
ち
て
之
を
建
立
し
且
つ
京
都
の
仏
師
運

長
に
命
じ
て
五
智
如
来
と
八
大
菩
薩
の
像
を
彫
ま
し
て
塔
中
に
安
置
せ

し
め
ら
れ
し
も
の
な
る
を
以
て
考
ふ
る
も
亦
た
如
何
に
我
七
寺
の
霊
場

な
る
か
を
知
る
に
足
る
べ
く
将
た
本
堂
内
陣
の
荘
厳
な
る
に
対
し
て
は

二
十
四
年
八
月
一
日
附
に
て
内
務
省
が
宝
物
鑑
査
状
を
与
ひ
ら
れ
た
る

を
以
て
考
ふ
る
も
亦
た
如
何
に
我
七
寺
の
貴
重
な
る
か
を
知
る
に
足
ら

ん
此
他
我
七
寺
の
所
有
す
る
多
く
の
宝
物
に
付
き
云
ハ
ん
と
欲
す
る
処

あ
り
と
雖
も
今
之
を
略
す

一
国
宝
辛
櫃
入
一
切
経
明
治
三
十
三
年
四
月
七
日
内
務
大
臣
西
鄕
侯
爵
ハ
内
務
省
告
示
第 

三
十
二
号
ヲ
以
テ
国
宝
ノ
資
格
ア
ル
モ
ノ
ト
定
メ
ラ
レ
且
ツ
辛
櫃 

修
理
費
金
壹
千
九
拾
圓
七
拾
五
銭
貳
厘
御
下
賜

第
五
八
八
六
号　
　
　

鑑　

査　

状　

写　
　
　
名 

古 

屋 

市

 

七　
　
　

寺　

一
阿
弥
陀
仏
坐
像　
　
　
　

木　
　

丈
八
尺
五
寸　
　

壹　

体

　
　

右
美
術
上
ノ
参
考
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
認
定
ス

　
　
　

明
治
二
十
四
年
八
月
一
日

　
　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
鑑
査
掛 

山　

名　

貫　

義
㊞
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臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
鑑
査
掛 

正
七
位　

八　

木　
　
　

雕
㊞

　
　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
書
記
兼
鑑
査
掛 

川　

崎　

千　

虎
㊞

　
　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
掛 

正
七
位　

岡　

倉　

覚　

三
㊞

　
　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
委
員 

従
四
位　

濱　

尾　
　
　

新
㊞

　
　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
委
員
長 

正
三
位
勲
二
等　

九　

鬼　

隆　

一
㊞

第
五
八
八
七
号　
　
　

鑑　

査　

状　

写　
　
　
名 

古 

屋 

市

 

七　
　
　

寺　

一
観
音
勢
至
像　
　
　
　
　

木　
　

丈
各
三
尺
五
寸　

貳　

体

　
　

右
美
術
上
ノ
参
考
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
認
定
ス

　
　
　

明
治
二
十
四
年
八
月
一
日

　
　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
臨
時
鑑
査
掛 

山　

名　

貫　

義
㊞

　
　
　
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
臨
時
鑑
査
掛 

正
七
位　

八　

木　
　
　

雕
㊞

　
　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
書
記
兼
鑑
査
掛 

川　

崎　

千　

虎
㊞

　
　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
掛 

正
七
位　

岡　

倉　

覚　

三
㊞

　
　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
委
員 

従
四
位　

濱　

尾　
　
　

新
㊞

　
　
　
臨
時
全
国
宝
物
取
調
委
員
長 

正
三
位
勲
二
等　

九　

鬼　

隆　

一
㊞

第
五
八
八
八
号　
　
　

鑑　

査　

状　

写　
　
　
名 

古 

屋 

市

 

七　
　
　

寺　

一
須　

弥　

檀　
　

獅
子
彫
刻　
　
　
　
　
　
　
　
　

壹　

台

　
　

右
美
術
工
藝
上
ノ
参
考
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
認
定
ス

　
　
　

明
治
二
十
四
年
八
月
一
日

　
　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
鑑
査
掛 

山　

名　

貫　

義
㊞

　
　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
兼
書
記
鑑
査
掛 

川　

崎　

千　

虎
㊞

　
　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
書
記
兼
鑑
査
掛 

小　

杉　

榅　

邨
㊞

　
　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
掛 

正
七
位　

黑　

川　

真　

賴
㊞

　
　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
委
員 

従
四
位　

濱　

尾　
　
　

新
㊞

　
　
　
臨
時
全
国
宝
物
取
調
委
員
長 

正
三
位
勲
二
等　

九　

鬼　

隆　

一
㊞
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十
一
、
周
泉
寺
秋
葉
堂
・
本
堂
百
分
一
之
図

十
二
、
當
寺
子
安
地
蔵
大
菩
薩
略
縁
起

　
　
　

當
寺
子
安
地
蔵
大
菩
薩
略
縁
起

謹つ
ゝ
し
ん

て
當た

う

寺じ

地ぢ

蔵ざ
う

菩ぼ

薩さ
つ

の
由ゆ

来ら
い

を
尋た

づ
ぬ

る
に
人に

ん

皇の
う

七
十
七
代だ

い　

後ご

白し
ら

川か
は

法ほ
ふ

皇お
う

は　

鳥と

羽ば

院い
ん

第だ
い

四
の
皇お

う

子じ

に
し
て
十じ

ふ
ぜ
ん善

の
帝て

い

位ゐ

を
継つ

が
せ
給た

ま

ひ
仁じ

ん

沢た
く

徳と
く

風ふ
う

四
海か

い

に
洽あ

ま
ね

く
又ま

た

深ふ
か

く
三
宝ほ

う

に
帰き

依ゑ

し
宝ほ

う

祚そ

延ゑ
ん

長ち
や
う

万ば
ん

民み
ん

豊ほ
う

楽ら
く

を

祈い
の

ら
せ
給た

ま

ふ
に
或あ

る

時と
き

皇こ
う
ご
う后　

建け
ん

春し
ゆ
ん

門も
ん

院い
ん

御ご

懐く
わ
い

妊に
ん

在ま
し
ま

し
け
れ
ば
つ
ら

つ
ら
叡え

い
り
よ慮
を
回め

ぐ
ら

し
給た

ま

ひ
菩ぼ

薩さ
つ

の
大だ

い

悲ひ

区ま
ち

々ぐ
げ

な
り
と
雖

い
へ
ど
も

殊こ
と

に
女に

よ
に
ん人
の

難な
ん
さ
ん産
を
憐れ

ん
み
ん愍
し
給た

ま

ふ
は
地ぢ

蔵ざ
う

菩ぼ

薩さ
つ

に
如し

く
は
な
し
即す

な
は

ち
彼か

の
形ぎ

や
う

像ざ
う

を

造ざ
う
り
ふ立

し
て
皇こ

う
ご
う后

の
安あ

ん
ざ
ん産

を
祈い

の

ら
ん
と
辱

か
た
じ
け
な

く
も
御お

ん

手て

づ
か
ら
此こ

の
形

ぎ
や
う

像ざ
う

を
彫て

う
こ
く刻
し
給た

ま

ひ
法ほ

ふ

然ね
ん

上し
や
う

人に
ん

に
勅ち

よ
く

し
て
開か

い

眼げ
ん

供く

養や
う

せ
し
め
日に

ち

々ぐ
げ

信し
ん

敬き
や
う

し
給た

ま

ひ
し
に
感か

ん
の
う応
空む

な

し
が
ら
ず
太た

い

子し　

憲の
り

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

安や
す

々ぐ
げ

御ご

誕た
ん

生
じ
や
う

在ま
し
ま

し
け
れ
ば
叡ゑ

い

信し
ん

弥い
よ
ぐ
げ

深ふ
か

く
や
が
て
御お

飾か
ざ
り

を
下を

ろ

さ
せ
給た

ま

ひ
更さ

ら

に
上

し
や
う

人に
ん

を
請せ

う

じ
て
圓ゑ

ん
ど
ん
か
い

頓
戒
を
請う

け

さ
せ
給た

ま

ふ
之こ

れ
を
行ぎ

よ
う

真し
ん

法ほ
ふ

皇を
う

と
号ご

う

し

奉
た
て
ま
つ

る
法ほ

ふ

皇を
う

即す
な
わ

ち
彼か

の
尊そ

ん
ざ
う像
を
上し

や
う

人に
ん

に
附ふ

し
て
洽あ

ま
ね

く
都と

鄙ひ

遠ゑ
ん

近き
ん

の
衆し

ゆ

生
じ
や
う

を
結け

ち
ゑ
ん縁

せ
し
め
給た

ま

ひ
け
れ
ば
上し

や
う

人に
ん

京け
う

都と

押を
し

小こ

路じ

の
辺ほ

と
り

に
一
宇う

を
造ざ

う
り
ふ立

し
て
此こ

の

尊そ
ん
ざ
う像
を
安あ

ん

置ち

し
給た

ま

ふ
に
洛ら

く
や
う陽
の
男な

ん

女に
よ

貴き

賤せ
ん

を
問と

は
ず
袖そ

で

を
つ
ら
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ね
踵く

び
す

を
つ
ゐ
で
参さ

ん

詣け
い

絶た

ゆ
る
こ
と
な
し

茲こ
ゝ

に
當た

う

寺じ

開か
い

山さ
ん

深じ
ん
く
う
し
ん
り
ふ

空
信
立
上し

や
う

人に
ん

行ぎ
や
う

徳と
く

高た
か

く
慈じ

悲ひ

深ふ
か

か
り
し
か
ば
諸し

よ
に
ん人

の
崇す

う

敬き
や
う

淺あ
さ

か
ら
ず
或あ

る

夜よ

一
人に

ん

の
高か

う

僧そ
う

枕ま
く
ら

上が
み

に
立た

ち
吾わ

れ

は
こ
れ
無む

仏ぶ
つ

世せ

界か
い

の
衆し

ゆ

生じ
や
う

を
済さ

い

度ど

す
る
六ろ

く

道ど
う

遊ゆ

戯げ

の
能の

う

化け

な
り
久ひ

さ

し
く
洛ら

く
や
う陽

に
在あ

り

て

有う
ね
ん縁

を
利り

益や
く

す
と
雖

い
へ
ど
も

又ま
た

辺へ
ん

土ど

に
至い

た

つ
て
広ひ

ろ

く
結け

ち
ゑ
ん縁

せ
ん
と
す
汝な

ん
じ

急い
そ

ぎ
此こ

の

地ち

に
迎こ

う
ら
い来

せ
よ
と
西に

し

に
向む

か
つ

て
去さ

り
給た

ま

ふ
と
夢ゆ

め

み
て
京け

い

師し

に
上の

ぼ

り

彼か

の
寺て

ら

に
至い

た

つ
て
霊れ

い

夢む

を
語か

た

り
け
れ
ば
住じ

う

持ぢ

驚を
ど
ろ

き
吾わ

れ

も
亦ま

た

霊れ
い

夢む

を
感か

ん

ず
る
こ
と
斯か

く

の
如ご

と

し
尊そ

ん
ざ
う像
に
別わ

か

れ
奉

た
て
ま
つ

る
こ
と
最い

と
か
な悲
し
と
雖

い
へ
ど
も

仏ぶ
つ
ち意

如い
か
に何

と
も
せ
ん
術す

べ

な
し
と
則す

な
わ

ち
霊れ

い
ざ
う像

を
譲ゆ

ず

り
け
れ
ば
深じ

ん

空く
う

上し
や
う

人に
ん

辱か
た
じ
け
な

く
守し

ゆ

護ご

し
来き

た

り
て
一
宇う

を
造ざ

う
り
ふ立

し
安あ

ん

置ち

し
奉

た
て
ま
つ

り
ぬ
夫そ

れ

よ
り

遠え
ん
き
ん近
の
男な

ん
に
よ女
願ね

が
ひ

を
こ
む
る
に
菩ぼ

薩さ
つ

の
霊れ

い
げ
ん験
日ひ

ゞ々

に
新あ

ら
た

に
し
て
難な

ん
ざ
ん産
す

る
こ
と
な
し
遂つ

い

に
子こ

安や
す

地ぢ

蔵ざ
う

菩ぼ

薩さ
つ

と
称し

や
う

し
今こ

ん
に
ち日

に
至い

た

れ
り
此こ

の

寺て
ら

古い
に
し

へ

は
法ほ

ふ

成じ
や
う

寺じ

と
号ご

う

せ
し
か
と
法ほ

ふ
お
う皇
の
御ご

彫て
ふ

刻こ
く

法ほ
ふ

然ね
ん

の
御ご

開か
い

眼げ
ん

な
る
こ
と

を
知し

ら
し
め
ん
為た

め
法ほ

ふ
お
う
ざ
ん

皇
山
法ほ

ふ

然ね
ん

寺じ

と
は
改あ

ら
た

め
ら
れ
た
り
と
な
り

是か
く

の
如ご

と

く
実じ

つ

に
地じ

蔵ざ
う

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

の
御ご

誓せ
い

願ぐ
わ
ん

は
不ふ

か

し

ぎ

可
思
議
に
し
て
一
切さ

い

衆し
ゆ

生じ
や
う

の
拔ば

つ

苦く

与よ

楽ら
く

は
申ま

う
す

迄ま
で

も
な
く
種し

ゆ

々ぐ
げ

無む

量り
や
う

の
身し

ん

形ぎ
や
う

を
現げ

ん

し
て
一
切さ

い

受じ
ゆ

苦く

の
衆し

ゆ

生じ
や
う

を
済さ

い

度ど

し
特こ

と

に
重じ

ゆ
う

苦く

の
衆し

ゆ

生じ
や
う

あ
ら
ば
吾わ

れ
か
わ代
り
て
其そ

の

苦く

を
受う

け
ん
と
誓ち

か

ひ
給た

ま

ふ
今い

ま

や
該そ

の
霊れ

い

験げ
ん

諸し
よ

所ぐ
げ

に
現あ

ら

は
る
冀

こ
い
ね
が
は

く
ば
有う

縁ゑ
ん

の
衆し

ゆ

生じ
や
う

此こ

の
菩ぼ

薩さ
つ

を
尊そ

ん
す
う崇

し
現げ

ん

當と
う

二
世せ

の
妙み

よ
う

楽ら
く

を
皆み

な

共と
も

に
圓ゑ

ん
ま
ん満

せ

ら
れ
ん
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名 

古 

屋 

市 

中 

区 

旅 

籠 

町

 

法 

皇 

山 

法 

然 

寺　
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十
三
、
清
水
吒
枳
尼
真
天
略
縁
起

　
　
　

清キ
ヨ

水ミ
ヅ

吒ダ

枳キ

尼ニ

真シ
ン

天テ
ン

略リ
ヤ
ク

縁エ
ン

起ギ

抑
当
山
に
安
置
し
奉
る
鎮
守
清
水
吒
枳
尼
真
天
は
人
皇
五
十
二
代
嵯
峨

天
皇
の
御
宇
弘
仁
十
二
年
丑
二
月
弘
法
大
師
熱
田
神
宮
に
御
駐
錫
の
時

霊
夢
に
依
り
呼
続
の
浜
に
七
堂
伽
藍
を
建
立
さ
れ
真
言
宗
に
属
し
往
古

は
戸
部
道
場
寛
蔵
寺
と
称
し
一
山
十
二
坊
あ
り
て
大
伽
藍
な
り
し
と
云

ひ
伝
ふ
建
久
元
年
八
月
右
大
将
源
頼
朝
公
御
上
洛
の
時
武
運
長
久
を
祈

り
給
ふ
後
文
明
六
甲
午
年
二
月
義
山
禅
師
当
山
を
再
興
し
明
谷
禅
師
を

請
し
て
中
興
の
開
祖
と
し
曹
洞
宗
に
改
め
長
楽
寺
と
改
称
す
永
正
五
戌

辰
年
五
月
今
川
氏
親
公
深
く
尊
天
を
帰
依
し
、
御
学
頭
、
蓮
花
王
院
、

慈
照
院
、
福
寿
院
、
善
海
院
、
可
笑
軒
、
槃
陸
庵
の
六
院
を
再
建
し
て

寺
領
宝
物
等
を
も
寄
附
し
玉
へ
り
其
後
文
禄
年
中
豊
臣
秀
吉
公
朝
鮮
征

伐
の
時
武
運
長
久
を
祈
り
大
勝
利
を
得
ら
れ
た
慶
長
八
年
癸
卯
八
月
当

国
の
城
主
徳
川
忠
吉
公
（
徳
川
家
康
公
四
男
）
御
悩
の
を
り
尊
天
に
祈
誓
を

こ
め
給
ひ
し
に
不
思
議
に
も
七
日
を
出
す
し
て
平
癒
し
た
ま
へ
り
然
る

に
寛
永
十
一
年
乙
亥
の
夏
祝
融
の
災
に
罹
り
流
石
結
構
美
麗
の
諸
堂
も

一
朝
烏
有
に
帰
せ
り
時
の
住
持
永
久
和
尚
寝
食
を
忘
れ
て
正
保
三
年
丙

戌
九
月
大
書
院
を
慶
安
四
年
十
二
月
客
殿
を
再
建
し
寛
文
六
年
八
月
山

門
再
建
後
元
禄
十
七
甲
申
年
十
二
月
石
崖
和
尚
先
師
の
意
志
を
嗣
き
真

天
堂
及
諸
堂
再
建
あ
り
明
治
六
年
春
当
山
に
寺
子
屋
と
し
て
児
童
を
集

め
呼
続
小
学
校
開
設
ま
で
児
童
教
育
に
勉
め
た
り
明
治
四
十
三
年
二
月

初
午
の
折
従
一
位
侯
爵
久
我
通
久
卿
、
従
二
位
子
爵
前
田
利
鬯
卿
を
は

じ
め
多
く
の
信
徒
の
発
起
に
よ
り
昇
格
大
祭
を
執
行
せ
り
あ
は
れ
大
方

の
善
男
善
女
た
ち
こ
の
尊
天
を
祈
ら
ば
無
量
の
福
宝
雲
の
如
く
に
集
り

風
の
如
く
に
来
る
と
言
ひ
伝
ふ

 

昇　

格　

発　

願　

主　
　

久　

喜　

機　

外

 

現　
　
　

住　
　
　

職　
　

久　

喜　

風　

外

 

昇
格
発
起
人　

従　

一　

位　

侯　

爵　
　

久　

我　

通　

久

 

従
二
位 

勲
四
等 

子
爵　
　

前　

田　

利　

鬯

　
　
　

名　

誉　

賛　

助　

員

従
一
位
公
爵

徳
大
寺
実
則
殿

従
二
位
勲
一
等
子
爵

松
平
乗
承
殿

正
二
位
公
爵

二
条
基
弘
殿

従
三
位
子
爵

三
宅
康
寧
殿

正
二
位
侯
爵

松
方
正
義
殿

従
三
位
子
爵

諏
訪
忠
元
殿

正
二
位
侯
爵

鍋
島
直
大
殿

正
四
位
子
爵

清
岡
長
言
殿
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愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
59
巻
第
３
・
４
合
併
号

80

157

正
二
位
侯
爵

蜂
須
賀
茂
韶
殿

従
三
位
男
爵

藤
枝
雅
之
殿

従
四
位
侯
爵

徳
川
義
親
殿

正
五
位
男
爵

石
河
光
熙
殿

従
二
位
伯
爵

渡
辺
千
秋
殿

正
四
位
文
学
博
士

萩
野
由
之
殿

正
二
位
伯
爵

津
軽
承
昭
殿

御
歌
所
主
事

阪　

正
臣
殿

従
二
位
子
爵

黑
田
清
綱
殿

前
石
川
県
知
事

従
三
位
勲
二
等

村
上
義
雄
殿

従
二
位
子
爵

長
谷
信
成
殿

従
四
位
勲
三
等

戸
田
敬
一
郎
殿

　
　
　
　

名 

古 

屋 

市 
南 
区 

呼 

続 

町　
　

稲　

荷　

山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
名
勝　
　
稲
　
荷
　
出
　

現
　
道
　
場
　
　

清　

水　

閣

 

名
鉄
　
名
古
屋
本
線
桜
駅
前

市
電
桜
本
町
一
丁
目
下
車
西
二
丁
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